TOSHIBA 

Leading Innovation »> 


REGZA Tablet ガイド 

(取巧説明書） 


1章本製品の準備 9 

2章インターネットを快適に利用するために己3 
3章本製品の使用環境を整えよう 己7 

4章買ったときのげ態に戻すには 

一初期化一 己9 

已章困ったときは 69 



RGG Z A Tablet 


















Toshib( 

91 Plac 


Toshiba 

es 



REGZA Tablet 巧用応援サイト 

まちプレイス 


ま芝プレイスは 、 REGZA Tablet をお使いのみなさまのためのま用応援サイトです。 

REGZA Tablet を幅広く活用していただくために、インターネットを使ってできる 
さまざまなことを用途別に分類した各種プレイス（場所）をご用意しています。 
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ヴポートプレイス 

REGZA Tablet を使用していて困ったときに役立つ情報れ 
さまざまなヴポートサービスを提供しています。 


アクセヴ U —プレイス 

REGZA Tablet のオプション製品や周辺機器などを販売してい 

よ9 〇 


アッププレイス 

ダウン□ードしてすぐに使える、便利なアプ U ケーシヨンソフト 
>を紹介しています。 

プックプレイス 

いつでち読める、すぐに買える電子書籍を紹介しています。 


ビデオプレイス 

話題のドラマ、アニメなどを紹介しています。 


ゲームプレイス 

気軽に楽しめるゲームを紹介しています。 


药带 gng 舞方貧ク祟"^充メ 、旅行など、生活に役立つヴィトを 

■吐■夕 . 紹介しています。 

Music ミュージックプレイス 

I Placo お気に入りのヒット曲ゃ最新曲を紹介しています。 

《REGZA Tablet 向けに提供するヴービス内容は、 dynabook 向けに提供するヴービス内容と異なります。 


東芝プレイスはこち5 

http://toshibaplaces.jp 


《 dynabo 日 k などのパソコンか6アクセスした場をは、 
パソコン版の東芝プレイスのページが表示されます。 
























マニュアルのほいかた 


广 ミむしてお使いいただくために- V 

• 本製品をお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 
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戸 REGZATablet ガイド（本書) 


• 本製品の準備 
•本製品のセットアップ 
• インターネットを使うには 
• Q & A 集（電源び入 b ないとさ) 
など 


• 各部の名前 

• 電源の入れかた/切りかた 
• 初期化 
• 廃棄/譲お 




广 オンラインマニュアル- 

本製品び起動しているとさに本製品の画面上で見るマニュアルです。 

• 本製品の基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ' ッテ U —で使ラ方法 

• アプ U ケーシヨン/設定 

• 本製品の動作びおかしいとさ/ Q & A 集 

など 
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『オンラインマニュアル』をあわだてご貴<ださい。 
医整 > ri 章 因 画面で見るマニュアル J 


マニュアルのほいかた . 1 
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1章本製品の準備 


0ほう前に確認する . 10 

□ 各部のち敬-刪図- . 12 

&画面にタッチして操作する . 1已 

D 本製品をほえるようにする . 18 

田セットアップ . 18 

□ 本製品の電源について . 28 

田サスペンド . 29 

图電源を切る . 30 

团電源を入れる . 31 

巧 REGZA Tablet をほおう . 33 

田本製品の画面 . 33 

图本製品の基本操作 . 3已 

国]文字を入力するには . 39 

田 FSKAREN を使用する . 44 

D 画面で見るマニュアル . 已2 
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2 章インターネットを快適に利用するために 
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b インタ—ネットをほうには . 已4 

田使用するまでの流れ . 已4 
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章本製品の使用摄境を壁えよラ 


〇周边機器をほう前に . 已8 


4章買つたとをのが態に戻すには- 


D バックアップをとる . 60 
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图初期化の流れ . 63 

团初期化をはじめる前にしておくこと . 64 
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D 初期化をしたあとは . 67 

[T] バックアップしておいたデータを復元する . 已7 
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b トラブルを解消するまでの流れ . 70 

田]トラブルの原因をつき止めよう . 70 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、巧の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
うことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取り扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損喜（*3)の発生び想定されること" 
を术します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ 9 〇 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

續 ぉ立っ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

•このマニュアルへの参照の場合…「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合'''『』 


* 1重傷とは、失明やけび、やけど（高温-あ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよびミ台療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院■長期の通院を要さない、けび、やけど（高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋' 家財および家畜-ぺットなどにかかわるあ大損害をさします。 
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用語について 


本書では、巧のように定義します。 


アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 


プラットフ ォーム 

特に説明びない場合は、 Android ™ 3.2 プラットフオームを示します。 


ご購入のモデルのシ U - ズ名、モデル名、仕様については、『* * * * (お使いの機種名）シ U - 
ズをお使いのかたへ』を参照してください。 


mm 記載について 


•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U — ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

• アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインス I -ールされているバージヨンを使用する 
ことを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書に記載している画面やイラストは、本製品の画面を縦に長い状態で使用することを前提 
に説明しています。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 


KS Trademarks 

• Google、Google □ゴ、 Android、Android □ゴ、 Goo 旨 le 音声検索は 、 Google Inc . の 
商標または登録商標です。 

• NVIDIA 、 NVIDIA □ゴ、 Te 邑 「 a 、 Te 邑旧□ゴ 、 Powered by NVIDIA □ゴは、米国 NVIDIA 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• microSD □ゴは商標です。 （ m 製） 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• HDMI、HDIVII □ゴおよび High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC . の登録商標または商標です。 

• FSKAREN ® は、實±ソフトの登録商標です。 

• ThinkFree Mobile ぴ fice ® の名称は 、 Hancom Inc ( HNC ). び使用権許諾を受けている登録 
商標です。 

• Office は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

• McAfee 、 マカフイーは、米国法人 McAfee , Ink . またはその関係会社の米国またはその他の 
国における登録商標または商標です。 
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• Evemote は、米 EVERNOTE 社の登録商標です。 

• riPA フォント」は、 IPA の登録商標です。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

コプロセッサ （CPU) に関するごミち意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのような条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• 電源に接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
• 本製品をほ速度のネットワークに接続して使用する場合 

•複雑な造おに使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ I 」ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000 メートル （3.280 フィート） LU 上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


■a 夏作権について 


音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵書」「著作ち人格権侵書」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 
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MM お願い 


• 本製品のプラットフォーム、アプ U ケーションじ(外をインス I ルした場合の動作保証はで 
さません。 

•本製品のプラットフォーム、アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する L ソ外の用途を禁じます。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のための画面□ックによるノ（ターン/円 N / ノ（スワードの設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証する 
ちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損喜に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と、『エンドユーヴーライセンス契約』お 
よび各種別紙をお読みください。また、本製品のセットアップ後に[アプリ]ボタン^隱定] 
-[タブレット情報]^ [法的情報]で;欠の項目をタップし、それぞれ表示される画面をお 
読みください。 

-オープンソースライセンス 
.Goo 旨 le ™ 利用規約* 1 
-東芝利用規約 


* 1 インターネッ ト への接続び必要です。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、 L ソ降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。初期化を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 


本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

詳細について『オンラインマニュアル』 


MM 環境依を文きについて 


フォルダー名などに環境依を文字び含まれていると、ファイルの読み込みや保をなどび正常に 
動作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の文字列に環境依を文字び含まれていると、ファイル名び「？」など 
のよラに正しく表示されず、正常に動作しないことびあります。 

また、アプ I 」ケーシヨン上でファイルの編集中に入力した文字列に環境依を文字び含まれてい 
ると、作成したファイル上で正しく表示されないことびあります。 

このよラな場合には、環境依を文字を含まない文字列に変更してください。 

microSD メモ U カードなどの記録メディアにデータを書さ込むとさは、環境依を文字び含まれ 

ていないことをあ日かじめ確認してか日作業を行ってください。 


夕 





■ 本巧品のを促 


この章では、本製品のセットアップ、電源の切りかた/入れかたなど、 
お買い上げいただいてか5実際に使い始めるまでの準備と、本体各部 
の名前や基本的な使いかたについて説明しています。 

また、本製品にご用意しているマニュアルについて説明しています。 


1使う前に確認する . 10 

2各部の名称-外観図- . 12 

3画面にタッチして操作する . 1已 

4本製品を使えるようにする . 18 

已本製品の電源について . 28 

巨 REGZA Tablet を使おう . 33 

7画面で見るマニュアル . 已2 























ほ 3 巧に確認ずる 


■■箱を開けたらまずはこれから 

■箱の中身の確認 

[* * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品びそろっている 
か、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、東芝 PC あ 
んしんヴポートにお問い合わせください。 

ま忌 PC あんしんヴポート『サポートガイド』 

■型番と製造番号を確認 

型番は本体ち側面に、製造番号は本体左側面コネクタカノ（一の内側に記載されています。保証 
書に同じ番号び記載されていることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場 
合は、東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

記載位置について r 本章0各部の名称」 

D ちれずに巧つてください 

■使用する前に 

ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と、『エンドユーヴーライセンス契約』および 
各種別紙をお読みください。また、本製品のセットアップ後に[アプリ]ボタン^ [設定]^ 
[タブレット情報]^ [法的情制で次の項目をタップし、それぞれ表示される画面をお読みく 
ださい。 

-オープンソースライセンス 
.Goo 吕 le ™ 利用規約*1 
• 東芝利用規約 

* 1インターネットへの接続び必要です。 


■保証書は大切に保管 

故障やトラブ j レび起こつた場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間 
については保証書を確認してください）は東芝の無料修理サービスび受 
けられます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


玄 I.J. 取 18 を田 ■ 辛の a ■■ 舌 I 一る正冉なご圧田に B いて出 B し 
s.M 。 r*H»assj に《じで ' IBCWS& お内去する百石で T. 


し止け日 (Purchase Dat 由 6 


本 ■» 己去田内での«田と. ILW 巧品（上由*«:こ® tfsSW 
のち ?(■« な押 J 店付15亞田し庄7り LW 口い口 J. 向苗こ间駡 
— gP 己ウ巿ートので! SHJS ご»0?でけ. 


の fiBSPC 
,.かが 


appears at The ，〇口が this secnon. this 口 roauct is 
Govereo Dy The ILW frori tfie date of purchase for the p が; o 日 
shown 10 par 白 n の白 £is 

■ CSfflSS り li りな ので*む口 Of こ巧じ TUfi^A 

で S 元店保へ iJ? •'お HyJ: げ曰—«拓モ店 SSI5 ご! El の止.お S 田に 


sa し < だでい . 
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本製品の準備 























D 使ラ前に確認する 


g ■最適な場所で使う 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、本製品にち最適な環境です。 

なの点にミち意して使ラ場所をみめてください。 

• 温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

• 強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットな 
ども本製品を使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ日くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障喜を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 
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さ部のち赖 

一か巧図一 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれの詳細は、『オンラインマニュアル』を確認してください。 




が観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、に□、スイッチのマーク（アイコン）は最大構成を想定し 
た設計となっています。ご購入いただいたモデルによっては、機能のないものびあります。ご購 
入のモデルの仕様については、『**** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認 
してください。 
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Efl 各部の名称一外観図一 


① y ヘッドセット/ヘッドホン端モ 

へッドセット/へッドホンを接続します。 

② む電源スイッチ 

③ I + — I 音量ルボタン/音量大ボタン 

音量を調整します。 

④ 冷才 I 」エン テーシヨ ンロックスイッチ 

画面び縦や横に回転しないよラに、向きを固定するスイッチです。 

⑥製造番号 

ラベルに製造番号び記載されています。 

⑥ Homi microHDIVII 出力端子 

microHDMI ケーブルを接続して、 HDMI 入力対応機器（テレビ、プ□ジェクターなど）に 
本製品の映像を表示します。 

⑦ 冷 mini USB コネクタ 

Mini - 日タイプに対応しています。 USB ケーブルを使用して本製品とノ（ソコンを接続します。 
⑨ m 當 g microSD 力ードス□ット 

microSD メモ I 」カードをセットします。 

⑨ 照度センサー 

この部分に本体液晶ディスプレイの明るさを自動調整するためのセンサーび内蔵されていま 
す。 

⑩ インジケーター 

『オンラインマニュアル2章。インジケーター』 

⑩ Web カメラ 

⑩ Web カメラインジケーター 
⑩内蔵マイク 

⑩この部分に無線 LAN アンテナ、日 luetooth アンテナび内蔵されています。 

⑩ディスプレイ 
⑩ドッキングポート 

電源コードや東芝製オプシヨンの卓上スタンドを接続できます。 

⑩ スピーカー 
⑩型番 

ラベルに型番び記載されています。 
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Efl 各部の名称 一列観図一 




① Web カメラ 

② Web カメラフラッシュライト 



本製品の本体について 


■ 画面/スイッチ/ボタンの操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 □- ■■本製品の本体について」をお認してください。 

■ 機器への強い衝撃や外圧について 

•あらかじめ、「付録機器への強い衝撃や外圧について」をお認してください。 
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面面にタッチして操作ずる 


本製品では、画面の表面を指でタッチすることによって、さまざまな操作を行うことびできます。 
マウスやキーボードを使ラことなく、画面を指でさわってアイコンを還択したり、画面をスク 
□ールしたりします。 

ここでは、指を使った基本的な操作を説明します。 

■タップ 

目的のアイコンやボタンなどを]回軽くタッチします。この操作を「タップ」と呼びます。 

アプ U ケーシヨンの超動や文字の入力、ボタンの操作の実行などび行えます。 

<例> 



システムバーをタップします。 


システムノ（一の詳細表示び表示されます。 


■タップアンドホールド 

アイコンなどをタップした指を画面上の目的の位置に置さ、反応び起こるまで画面に置いたま 
まにします。 

く例> 



コピーした文字列を貼り付ける位置で 
タップアンドホールドします。 


[貼り付け]び表示されます。 

[貼り付け]をタップすると、文字列び貼 
り付けられます。 
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Q 画面にタッチして操作する 


■ ドラッグ 

アイコンやウィジェットをタップアンドホールドしてか日、指を画面か日はなさずに、移動 
したい場所まですべ日せます。 

く例> 



アイコンをドラックすると、削除アイ 
コンび表示されます。 

ドラッグしたまま削除アイコンまです 
ベ日せます。 


削除アイコン上で指をはなすと、アイ 
コンび削除されます。 


■スワイプ/スライド 

画面に指を置き、時間をおかずに、画面を軽くは日ラよラに動かしたり（スワイプ)、なぞった 
り（スライド）します。 

画面に項目を表示しされない一覧をスク□ールする場合などに、画面をスワイプ/スライドし 
よ9 〇 
く例> 


時刻設定 



時刻15定 

12 

00 

設定 

キャンセル 


「分」のダイヤルを下には日い 
9 〇 


「分」の表示が変更されます。 
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Q 画面にタッチして操作する 


■ピンチ 

画面に指を2本置さ、指を開いたり閉じたりすることで、ブラウヴーに表示している内容や、 
イメージデータの表示サイズを変更でさます。 

指を開くとお大され、閉じると縮ルされます。 



2本の指を開さます。 イメージデータび拡大表示されます。 


拉メモ _ 

•目的のアイコンやボタンなどを2回軽くタッチする操作を「ダブルタップ」と呼びます。 

ダブルタップを行ってを、ブラウヴーに表示している内容や、イメージデータを化大/縮ルでをます。 
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本製品をほえるよ 3 にずる 


初めて電源を入れたときは、セットアップを行います。 

セットアップは、本製品を使えるよラにするために必要な操作です。 

セットアップには約已分かかります。 

作業を始める前に、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。 
特に電源コードや AC アダプターの取り扱いについて、を意事項を守ってください。 


操作の流れ 



' > 

電源を接続する 

L. ^ 

本製品の準備 



電源を入れる 

k. ^ 



表示する言語を設定する 

L. ^ 



Wi-Fi ネットワークを設定する 

L. J 



Google の位置情報ヴービスを設定する 

L. ^ 

電源を入れてか！5 



タイムゾーン、日付、日き刻を設定する 

L. ^ 



r 1 

Google アカウントで□グインする 

L. ^ 



セットアップ完了 

L. ^ 
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D 本製品を使えるよラにする 



セツトアップをするときのを意 


■ 周辺機器は接続しないでください 

•セットアップは AC アダプターと電源コーにまたは電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了ずるまでは、周辺機器を取りはずしてください。 

■ 途中で電源を切6ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを巧したり電源コードをなくと、故障や起動できない原因に 
なり、修理び必要となることびありまず。 

■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中に入力び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてください。 
しばらく操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電力機 
能び動作してヴスペンド状態となったためで、故障ではありません。 

ヴスペンドが態から復帰するには、電源スイッチを押してください。 


B 電源を接続ずる 

本製品の電源接続には、巧の方法びあります。 
•電源コードと AC アダプターを接続する 
• 電源コードとパソコンを接続する 


A 警告 


• AC アダプターは本製品に付属のちのを使用ずる 

本製品付属 LU 外の AC アダプターを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なっているこ 
とびあるため、乂災•破裂-発熱のおそれびあります。 

• 本製品に AC アダプターを接続する場合、本書に記載してある順番を守って接続する 
順番を守日ないと、電源コードのプラグび帯電し、感電またはけびをする場合びあります。 
また、電源コードのプラグを本製品のドッキングポートじ(外の金属部分に触れないよラに 
してください。 

• プラグアタッチメント単体でコンセントに差し込まない 

単体で使用すると、乂災•感電の原因となります。 

必ず、 AC アダプターにプラグアタツチメントを取り付けてからコンセントに差し込んで 
ください。 


A ま意 


•付属の電源コード、プラグアタッチメントは、本製品付属の AC アダプターじ(がには使用 
しなし） 

付属の電源コード、プラグアタッチメントは、本製品付属の AC アダプター専用です。 
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D 本製品を使えるよラにする 


I 電源 コー ドと AC アダプターを 接続する 


A ミま意 

• AC アダプターに付属している透明カバーの取り扱いに十分ま意する 

先端のとびった部分でけびをするおそれびあります。 

V J 


巧の図の①^②一③^④の順で行ってください。 
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電源コードの取り扱いについて 


あらかじめ、「付録 n —^ ■電源コ-ドの取り扱いについて」をお認してください。 
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D 本製品を使えるよラにする 


I 電源コードとパソコンを接続する 


セットアップを行うときは - 

• 電源コードとパソコンを接続して本製品の電源を接続する場合は、パソコンを電源コードに接続 
し、電源を入れた状態で使用してください。 


なの図の①一②の順で行ってください。 




本製品の準備 


2 












































D 本製品を使えるよラにする 


I 電源を接続すると _ 

インジケーターび白色に点灯し、バッテ U —への充電び自動的に始まります。充電び完了すると、 
電源 ON / 電源 OFF 時にはインジケーターび消打し、ヴスペンド状態では白色にゆっくり点滅 
します。 

庐？ メモ 

•パ'ッテ IJ 一充電中でを本製品を使用することびでをます。 

詳細について『オンラインマニュアル已章バッテ U - 駆動で使う』 

mm 電源を入れる 

n 電源スイッチを押し、指をはなず 

] 1確実に電源スイッチを巧してください。 

■ 封メモ _ 

I •電源 OFF 時には、どのモードに設定していてを、インジケーターは自動的に電源/バッテ U 
I モ-ドになります。 

I 電源/バッテ U モード『オンラインマニュアル2章0インジケーター』 
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D 本製品を使えるよラにする 


本製品のセットアップ 

表示する言語を設定する 

画面の指示に従って、表示する言語を設定してください。 

画面び日本語1；!外の言語で表示されている場合は、表示されている言語をタップして 
[日本語]を遇択してください。 

Wi-Fi ネットワークを設定する 

接続範囲内にある Wi - Fi ネットワーク（無線 LAN アクセスポイント）の U ストび表示 
されます。使用する Wi - Fi ネットワークをタップ後、画面の指示に従って必要な項目 
を設定してください。 

於？ メモ 

• Wi - 円ネットワークび表おされない場合は、 Wi - Fi ネットワークの電波び十分に届く場所に移 
動して、 U ストを更新してください。 

• Wi - 円ネットワークの設定をスキップして、セットアップ完了後に実行することもでをます。 

「2 章 インターネットを快適に利用するために」 

Google の位置情報サービスを設定する 

画面に表示されている説明をお読みになり、画面の指示に従って設定してください。 
位置情報サービスを使巧しない場合はチェックをはずしてください。 

タイムゾーン、日付、時刻を設定する 

画面の指示に従って、タイムゾーン、日付、時刻を設定してください。 


^ メモ 


曰付と時刻を手動で設定する場合は、自動設定のチェックをはずしてくださし、。 


Google アカウントで□グインする 

画面の指示に従って、 Goo 旨 le アカウントで□グインしてください。 

すでにお持ちの Goo 旨 le アカウントを使巧して□グインするか、新しく Goo 旨 le アカ 
ウントを作成してください。 

於 t メモ 

• Wi - 円ネットワークの設ををスキップした場合は、表示されません。 

• インターネットに接続できる環境び必要です。 

• Goo 目 le アカウントでの□グインをスキップして、セツトアップ完了後に実行ずることをで 
さます。 
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D 本製品を使えるよラにする 


セツトアップび完了します。 

本製品のホーム画面び表示されます。 



读示例） 


「 TOSH 旧 A Service Station 」 のメッセージび表示された場合は、;欠の体項 B 「 TOSH 旧 A 
Service Station 」 について」を確認してください。 

庐 t メモ 

• しばらく操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電力機能び動 
作してヴスペンド状態となったためで、故障ではありません。 

ヴスペンド状態から復帰するには、電源スイッチを押してください。 
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D 本製品を使えるよラにする 


MiM fTOSHIBA Service StationJ について 

「 TOSH 旧 A Service Station 」 は、ソフトウェアのアップデートを自動的に提供するための 
ソフトウェアです。 LU 降の説明をお読みのうえ、 「 TOSH 旧 A Service StationJ を使巧して、 
本製品を最新の状態に保つことを強くおすすめします。 

このソフトウェアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。使用でさるよラに 
設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よくお読みください。 




「TOSHIBA Service StationJ を使用するには 


[TOSHIBA Service StationJ は A 巳アダプター、または電源コードを取り付けてご使用くだ 
さい。 


ぶすメモ 


•「TOSH 旧 A Service StationJ を使用するには、インターネットに接続できる環境び必要です。 

•「TOSH 旧 A Service Station」 は、本製品に用意されているアプ U ケーシヨンやプラットフォームの 
うち、一部についてアップデートをお知らせします。 「clynabook.com」 にアクセスし、「よくある質 
問 FAQ」 やウイルス-セキュリティ情報などとあわせてご利用ください。 

• プラットフオームをアップデートした場合は、プラットフオームの領域のみびアップデートされます。 
お客様のデータ領域はな持されます。 


設定方法 


[TOSHIBA Service StationJ を使用できるように設定する方法は、巧のとおりです。 

本製品起動後、[アプリ]ボタンをタップし、に ervice Station] を 
タップする 

初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使巧許諾書）び表おさ 
れます。 

内容を確認し、[同意する]ボタンをタップする 

使用許諾書に同意しない限り 「 TOSH 旧 A Service station 」 は動作しません。 

使用許諾書に同意すると、じ(降は、ソフトウェアのアップデートを検出する機能び、 
本製品を起動すると自動的に動作します。 
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D 本製品を使えるよラにする 


I 巧。方法 _ 

「 TOSH 旧 A Service Station 」 は、本製品に関するアップデートびあるかどうか、定期的に 
チェックしています。 

□ダウン□-ド 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンにアップデートびあることを検知すると、ステー 
タスパ'-に 「 TOSH 旧 A Service Station 」 のアイコンび表示されているときは、メッセー 
ジ「 X 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新）びあります。」び表示されます。 
メッセージを確認し、画面の指示に従ってダウン□ー ドしてください。 

□インストール 

アップデートをダウン□ー ドしたとさ、本製品に適用するためにインストール操作び必要です。 
ダウン□ー ド完了メッセージを確認し、画面の指示に従ってインス I -ールしてください。 

□ プラットフ ォームの アップ デー ト 

プラットフォームのアップデートは、途中で中断でさません。本製品のセットアップ画面び 
表示されるまで、何ち操作せずにお待ちください。途中で電源を切日ないでください。 

ソフトウェアやプラットフォームのアップデートを手動で確認したい場合は、[アプリ]ボタン 
— [Service Station ] をタップし、[すべてのアップデートを確認]をタップしてください。 

メモ 

• rrOSHIBA Service StarionJ は自動的にアップデート情報を検知するので、通常は手動で確認する 
必要はありません。 
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D 本製品を使えるよラにする 


日付と時刻は、[アプリ]ボタン^隱茵の[日付と時刻]で確認できます。 
正しく表示されていない場合は、設定しなおしてください。 

日付は[日付設定]、時麵ホ[時刻設定]で設定します。 

なお、時刻はステータスバーェ U アでち確認できます。 



バックアップをとる 


作成したファイルを誤って削除してしまったり、突然のトラブルによって保存したファイルび 
使えなくなってしまラことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを microSD メモ U 力ードなどの記録メディア 
にコピーしておくことをバックアップといいます。 

一度なくしたデータを復旧することはできません。万び一のために、必ず定期的にバックアップ 
をとりましよラ。 

バックアップについて『オンラインマニュアル』 
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ra セットアップび終了した6 
I 日付と時刻の巧認 
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本製品の電源について 


本製品は、常時電源を入れた状態で使用でさます。ただしバッテ I 」一を使い切ると電源は切れ、 
充電び必要となります。バッテ U —残量の減少をおさえるため、本製品には省電力機能び搭載 
されています。購入時の巧態では、電源を入れたまま本製品をしば日く操作しないと、省電力 
機能び働さ、時間経過ととちに次のよラに本製品の状態び変わります。 


サスペンドげ態になる 


メモ U 上に作業中のデータび保存されている状態です。 

バッテ U - を消耗します。ただし、画面表示を OFF にし、内蔵フラッシュメモ U への 
アクセスを停止している分だけ、バッテ U —の消耗をおさえられます。 

電源スイッチを巧すと復帰します。 

ヴスペンド状態のままバッテ U —を使い切ると、電源び切れます。 


電源び切れる 


• 画面の表示び消え、電源び切れます。 

• 作業中のデータびあった場合は、データは消失しています。 

• 電源び切れている状態でち、バッテ U —は自然放電しています。 

バッテ U - を使い切って、電源び切れた場合は、未保をのデータなどは消失します。バッテ U - 
残量の減少をおさえるため、手動でサスペンドにしたり、電源を切ったりする場合は、なのよ 
ラに操作します。 


A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所では本製品の電源を切る 

本製品を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、 
無線通信機能を無効に設定した上で、本製品の電源を切ってください。ほかの機器に影響 
を与えることびあります。 

•無線通信機能は、システムバーをタップし、詳細表示をタップして表示される[クイッ 
ク設定]メニューの[機内モード]で OFF にすることびできます。[機内モード]を 
0 N に切り替えて無線通信機能を OFF に設定してください。 

•サスペンドでは、本製品び自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げたり、ほかの 
システムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でも本製品び自動的に起動するような設定のソフトウエアの場合は、 
あらかじめ設定を無効に（解除）してください。 



本製品の準備 
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B 本製品の電源について 


サスペン 



本製品の使用を中断する場合は、本製品を「サスペンド」にしましよラ。 

サスペンド状態にしておくと、作業中のデータはそのままで、画面表示のみびオフになります。 
電源を切らずに作業を中断するため、再度電源スイッチを巧したとさに、中断時の状態び素早 
く再現されます。ただし、サスペンド中ちバッテ U —は消耗します。 

自宅またはオフィスで本製品を使用する場合、サスペンド中は AC アダプター、または電源コー 
ドに接続しておくことをおすすめします。 

なお、数日じ(上使巧しないとさはサスペンドにせず、必ず電源を切ってください。 



操作にあたって 


中断ずる前に 

• サスペンドを実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• サスペンドを実巧するときは、記録メディアへの書き込みび完全に終了していることを確認してく 
ださい。 

書を込み途中のデータびあるが態でヴスペンドを実行したとさ、データび正しく書さ込まれない 
ことびありまず。記録メディアを取り出せるが態になっていれば書き込みは終了していまず。 

中断したとさは 

• ヴスペンド中にバッテリー残量び減少した場合、次回起動時に本製品び起動しないことびあります。 
本製品び起動しない場合は、電源スイッチを已砂間押していったん電源を切ったあと、再度電源 
を入れてください。この場合、サスペンド前のが態は保持でさていません。 

•サスペンドを和用しないときは、データを保存し、ホーム画面に戻ってから、電源を切ってくだ 
さい。保存されていないデータは消失します。 


電源ボタンを押す 

6秒じ(上巧し続けると強制終了になりますので、ごを意ください。 

画面の表示び OFF になり、サスペンド巧態になります。 

電源/バツテ U モードに設定している場合のインジケーターの状態はじ(下のとおりで 
す。 

•充電中は、白色に点灯します。 

•充電び完了しているとき、または電源に接続していないときは、白色にゆっくり点 
滅します。 

電源スイツチを巧すと、中断したとさの状態び再現されます。 

電源/バッテ U モード『オンラインマニュアル2章!]インジケーター』 
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B 本製品の電源について 


因 


電源を切る 


電源を切るには、なのよラに操作してください。間違った操作を行ラと、故障したり大切なデー 
夕を失ラおそれびあります。 


電源を切る前に 


广 

•必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 内蔵フラッシュメモ U や microSD メモリカードなどにアクセス中は電源を切らないでください。 
データび消失するおそれびあります。 


電源 ボタンを 2秒間 押す 

メニュー画面び表示されます。巧す時間び短いとディスプレイび OFF になり、己秒じ ( 
上巧し続けると強制，終了になりますので、ごミ主意ください。 

確認の画面び表示されます。 

[0 K ] ボタンをタップする 

本製品の電源び切れます。 

インジケーターで電源とバッテ U —の状態を確認してください。 

体節回-電源とバッテリーに関する表示」 

封メモ 

•電源 OFF 時には、どのモードに設定していてを、インジケーターは自動的に電源/バッテ U 
モードになりまず。 

電源/バッテ U モード『オンラインマニュアル2章0インジケーター』 




電源を切ったあとは 


本製品に接続している機器（周辺機器）の電源は、本製品の電源を切ったあとに切ってくださし、。 
本製品や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 


30 



本製品の準備 



























B 本製品の電源について 


電源を入れる 


セツトアップを終えたあとは、なの手順で電源を入れます。 


電源を入れる前に - 

•さス□ットに記録メディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

• 電源を入れる必要びある周辺機器を接続している場合は、本製品より先に周辺機器の電源を入れ 
てください。 


n 電源スイッチを押し、指をはなず 

確実に電源スイッチを巧してください。 




本製品の準備 
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B 本製品の電源について 


ホーム画面び表示されず、画面に鍵のアイコン（〇)び表示された場合は、アイコンをタツ 
プしてください。 

タップしているアイコンび〇に変わり、ち側に鍵のアイコンび表示されます。〇のアイコンを 
鍵のアイコンのラインまでドラッグしてください。 


タップしているアイコン 



鍵のアイコンのライン 


電源とバッテリーに関する表示 


電源とバッテ U —の状態はインジケーターの点灯状態で確認することびでさます。 

電源とバッテ U -の状態をインジケーターで確認するためには、あ日かじめ電源/パ'ッテ U モー 
ドに設定しておく必要びあります。 電源 OFF 時には、どのモードに設定していても、インジケー 
夕一は自動的に電源/バッテ U モードになります。 

電源/バッテ U モード『オンラインマニュアル2章!]インジケーター』 


■電源に接続していないとき 


点な状態 

本製品の状態 

白色にゆっくり点滅 

サスペンド状態 

消灯 

電源 ON 、 または電源 OFF 


■電源に接続しているとき 


点な状態 

本製品の:!犬態 

白色に点灯 

バッテ U —充電中 

白色にゆっくり点滅 

バッテ U —充電完了（サスペンド状態） 

消灯 

バッテ U - 充電完了履源 ON 、 または電源 OFF ) 


* 電源に関するトラブルについては、「已章0 Q & A 集」を参照してください。 

过メモ _ 

• しばらく操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電力機能び動 
作してヴスペンド状態となったためで、故障ではありません。 

ヴスペンド状態から復帰ずるには、電源スイッチを押してください。 
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REGZA Tablet 巧ほお 5 


本製品の画面 


本製品の画面は3つのェ U アで構成されています。 



ボタン: L リア 

検索やアプ U ケーシヨンの一覧、 

「ホーム画面」を設定するためのボタン 
び用意されています。 


デスクトップエリア 

アプ U ケーシヨンの画面び表示されま 
す。アプ U ケーシヨンを表示していな 
いときは、壁紙、ウィジェット、シヨー 
トカツ トアイコンなどび表示されます。 


_读示例) 

•ステータスパ’一: HU ア 

バッテ U —残量や無線 LAN への接続状況など 
本製品の現在の状態び表示されます。 


ぶすメモ 


上の画面は、本製品を起動後、すぐに表示される画面です。 
この画面のことを「ホーム画面」と呼びます。 
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O REGZA Tablet を使おう 


ボタンェリア 




国（表示例） 

[Google 検索]、 [Google 音声検索™]、[アプ U ケーションメニュー]、[カスタム]などのボタ 
ンびあります。 

• [Google 検索]ボタン 

検索画面び表示されます。 

•に oogle 音声検索™; I ボタン（且） 

[Google 音声検索™]画面び表示されます。 

• [アプリ]ボタン ( IB ^) 

アプ1」ケーションの一覧び表示される[アプ U ケーションメニュー]画面び表示されます。 

• [カスタム]ボタン （ H ) 

[カスタム]画面び表示されます。 

[カスタム]画面では、 r ホーム画面」にアプ U ケーションなどのショートカットを作成したり、 
壁紙を設定でさます。 

• [サブメニュー]アイコン (圍） 

一部のアプ U ケーションの起動中に表示されます。 

タップすると、アプ U ケーシヨンのサブメニューを表示します。 


デスクトップエリア 



アプ U ケーションの画面び表示されます。 

アプ U ケーションを表示していないとさは、壁紙とウィジエットび表示されます。 
よく使ラアプI」ケーションのショートカットを置いておくことちでさます。 

デスクトップエ U アはお好みに合わせてカスタマイズでさます。 
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O REGZA Tablet を使おう 


ステータス パー エリア 


(表示例） 


ステータスノ（ーエリアには、次のアイコンび表示されます。 

ここでは、おちなアイコンについて説明します。 

アイコンの種類や表示は、本製品の状態や内容によって異なります。 

• [戻る]アイコン （ M ) 

タップすると、ひとつ前の画面に戻ります。 

• [隠す] アイコン （^9) 

タップすると、メニューやキーボードなどを非表示の状態にします。 

• [HOMS ァィコン （ B ) 

タップすると、ホーム画面を表おします。 

• [Recent Apps ] アイコン (— 

最近起動したアプ U ケーシヨンを起動します。 

•[サブメニユ ー] アイコン （D 

一部のアプ U ケーシヨンの起動中に表示されます。 

タップすると、アプ U ケーシヨンのサブメニューを表示します。 

• システムバー 


读示例） 

現在の本製品の状態び表示されます。 

状態やバツテ U —残量により、アイコンの表示び何段階かに分かれます。 


アイコン名 

アイコン 

意味 

無線 LAN (Wi-Fi) 

昼 

無線 LAN び ON になっているとアイコンび表示されます。 
無線 LAN で機器び接続されているとアイコンび点灯します。 

Bluetooth 

因 

Bluetooth ON になっているとアイコンび表示されます。 
Bluetooth で機器び接続されているとアイコンび青色にな 
ります。 

機内モード 

H 

機内モードび設定されている状態。 

パッテ U- 

1 

バッテ1」一残量び極めてかなく、充電び必要な状態。 

1 

バッテ U —の一部び使用されている状態。 

1 

バッテ U —びフル充電されている状態。 

白 

バッテ U —を充電中の状態。 
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O REGZA Tablet を使おう 


また、システムバーをタップすると、詳細な説明び表示されます。 
さらにタップすると、[クイック設定]メニューび表示されます。 


• システムパーの詳細表示 



[クイック設定]メニュ ー 


か 

2011/07/13 

1己: □□ 

1 100% :•: 

疆一 

冬 

機内モード 

OFF 

ミ 

Wi-Fi 


ベ 

自動回転画面 

ON 

© 

—— 

< 


通が 

ON 

な 

設定 



读示例） 


[クイック設定]メニュ - 


[クイック設定]メニューでは、次の項目を設定できます。 

•機内モード • Wi-Fi (無線 LAN 機能） •自動回転画面 

•画面の輝度り •通知 

また、[設定]をタップすると、[設定]画面び表示されます。 

* 1購入時は、画面の明るさを自動調整する機能び有効に設定されています。 


2 


本製品の昼本操作 


頃目、アイコンを選がする 


設定項目やアフ U ケーシヨンのアイコンを選択する方法は、なのとおりです。 

n 目的の項目やアイコンび表示されていない場合は、画面に指を置き、ス 
ワイプ/スライドする 

画面びスク□ールします。 


目的の項目やアイコンをタップする 

項目び確定します。アプ U ケーシヨンのアイコンを遇択していた場合は、アプ U ケー 
シヨンび起動します。 
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O REGZA Tablet を使おう 


I 画面の表示領域を動かす _ 

画面の表示領域は、次の方法で動かせます。 

•画面に指を置き、スワイプ/スライドする 

•マウス旧 luetooth 接続）を使用する場合は、デスクトップエ U アの任意の位置をクリック 
したまま、マウスを動かす 

なお、デスクトップェ U アの表示領域は已つ用意されており、これ日の方法で切り替えること 
びでさます。 


I [カスタム]画面で設定する _ 

[カスタム]ボタンをタップすると、[カスタム]画面び表示され、次の操作びできます。 


アイコン 

機能 

[ウィジェット] 

デスクトップエ U アにウィジエットを追加できます。 

[アプ1」のショートカット] 

デスクトップエ U アにアプ U ケーションのショートカットを追 
加でさます。 

匯細 

デスクトップエ U アの壁紙を変更でさます。 

[その他] 

デスクトップエリアに一部の機能のショートカットを追加でさ 
ます。 


また、ホーム画面のデスクトップエ U アの何ちないところで、タップアンドホールドすると 
[カスタム]画面び表示されます。 


アプ IJ ケー シヨンを起動する 


アプリケーションを起動する方法は、巧のとおりです。 

0 [アプリ]ボタン ( IB ^) をタップする 

[アプ U ケーションメニュー]画面び表示されます。 

f 起動したいアプ U ケーション①アイコンをタップする 

アプリケーションび起動します。 

デスクトップェ U アのショートカツトをタップしてち、起動することびでさます。 


37 



本製品の準備 
















O REGZA Tablet を使おう 


アプリケーションを見えなくする 


現在表示されているアプ U ケーシヨンを見えなくする方法は、巧のとおりです。 


百 


[HOMS ボタン （ D をタップする 

アプリ ケーシヨンの画面び消えます。 


ぶすメモ 


アプ U ケーシヨンによっては、画面からアプ U ケーシヨンを見えなくするボタンび用意されているをの 
ちあります。 


アプ IJ ケー シ ヨンの ヴブメ ニユーを 表巧する 


アプ U ケーシヨンのサブメニューを表示する方法は、次のとおりです。 
サブメニューび有効な場合のみ、操作でさます。 

■ボタンエリアに[サブメニュー]ボタンがある場合 


H 


アプリケーシヨン実行中に、[サブメニュ ー] ボタン（目）をタップ 
する 


■ステータスパーエリアに[サブメニュ ー] ボタンがある場合 

W アプリケーシヨン実行中に、[サブメニュ ー] ボタン （ 
する 


I) をタップ 


アイコンのヴブメニューを表示する 


アイコンのサブメニューを表示する方法は、次のとおりです。 
サブメニューび有効な場合のみ、操作でさます。 


a 


対象のアイコンまたは項目をタップアンドホールドする 


最近使ったアプリケーションを開く 


最近使ったアプ U ケーシヨンを開く方法は、次のとおりです。 

[Recent Apps ] ボタン（^|)をタップする 
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O REGZA Tablet を使おう 


前の画面に戻る 


操作を行っていて、前の画面に戻りたくなった場合の手順は、なのとおりです。 

Q 原る]ボタン (■) をタップする 

] つ前の画面に戻ります。[戻る]ボタン （M) をタップするたびに]つ前の画面 
に戻ります。目的の画面に戻るまで、[戻る]ボタン （^1) をタップします。 


I デスクトップエリアのショートカットやウイジェットを消す 

ショートカットや起動したウイジェットを画面から消したい場合の手順は、巧のとおりです。 

消したいショートカットやウイジ ェッ ト①アイコンをタップアンド 
ホールドし、そのまま削除アイコンにドラッグする 

アイコンをタップアンドホールドすると、ボタンエ U アに削除アイコンび表示され 
ます。削除アイコンへドラッグすると、還択したショートカットやウィジェットび画 
面から消えます。 


3 


文字を入力するには 


本製品で文字を入力するには、画面上に表示されるキーボードをタップします。 
購入時の状態で、画面上に表示されるキーボードは、次の2種類びあります。 

• Android キーボードを使用する 
半角の英数字、記号のみを入力でさます。 

日本語入力には対応していません。 

• FSKAREN を使用する 

半角/全角の英数字、記号を入力でさます。 

日本語入力にち対応しています。 


ぶ巧メモ 


購入時の状態では、 FSKAREN び有効となっています。 
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O REGZA Tablet を使おう 


mm キーボードを使用ずる 


キーボードで入力する方法は;欠のとおりです。 



本 

製 

□□ 

の 

準 

備 


ここでは、[検索]画面で、 Android キーボードの場合を例にして説明します。[検索]画面を 
超動するには、「ホーム画面」で [Google 検索]ボタンをタップしてください。 


n ボタンエリアの [Google 検索]ボタン （^ Hl ) をタップする 

* 入力するェ U アに「I」（力ーソル)、画面下側にキーボードび表示されます。 



40 



















O REGZA Tablet を使おう 


コピーしたい文字をタップアンドホールドする 

[テキスト選択]メニューび表示されます。 


X完了 

すべて選巧 乂切り取り iB コビー 

Q toshiba 

A^Book P 

hltp:"vwy 

X ► 

be 

W . 扣 shibabookplace.com 


f 選択範囲をつまみで調壁する、または[すべて選択]をタップする 

つまみをドラッグすることでコピーする範囲を調整できます。 

[すべて還択]をタップすると、すべてのテキストを選択します。 

f [コピ ー] または[切り取り]をタップする 

テキストのコピー、または切り取りを行います。 

テキストの化り付け 


Q 貼り付けを行うエリアをタップアンドホールドする 

[貼り付け]び表示されます。 



入力するエ U アにテキストびある場合、テキストをタップアンドホールドすると、[テ 
キスト選択メニュ ー] び表示されます。この場合、遇択範囲を上書きして、貼り付けます。 


0 [貼り付け]をタップする 

つまみで貼り付けを行ラ位置を調整することびでさます。 
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^9テキストのコピーと化り付けについて 
I テキストのコピーまたは切り取りを行う 
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O REGZA Tablet を使おう 


mm 入力方法を選択ずる 

「Android キーボード」と 「FSKAREN」 のどち日を使用して入力するか、還択する方法を説 
明します。 

ステータスバーエリアに表示される[入力方法の設定]ボタン （ M ) 
をタップする 



n [入力方法の設定]画面び表示されます。 

Q 入力方法を選択する 



英語（朱国） のキー ポード 
Android キーボード 

日本語の音声 
Android キーポード 


入力ち法の設定 


選択した入力方法での入力び可能になります。 


42 



本製品の準備 


















O REGZA Tablet を使おう 


メモ 


このほかの入力方法の詳細を設定したい場合は、[アプリ]ボタン^ [設定] 
力ち法の設定]より、 「 Android キーボード」の項目を設をでさます。 


[言語と入力] 


[入 
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キー 

機能 

B 

数字/記号入力用のキーボードに切り替えます。 

国 

英字入力用のキーボードに切り替えます。 


大文字入力とル文字入力を切り替えます。 

矢印び白：大文字を入力でさる状態です。 

矢印び黒：ル文字を入力でさる状態です。 

国 

数字メインのキーボードと、記号メインのキーボードを切り替えます。 


空白を入力します。 

B 

カーソルの]つ左の文字を削除します。 

田 

入力内容や操作を実行します。 

キー表記び「完了」の場合は操作を完了し、「なへ」の場合は次の項目 
を表术します。 



本製品の準備 


質 


キ 

の 

ド 


キ 

d 

-5 

か 

n 

A 



















O REGZA Tablet を使おう 


の 


FSKAREN をほ用する 


■■ FSKAREN のキーボード 

FSKAREN では、表示するキーボードを;欠のように切り替えることびできます。 
• ] 〇キー •QWERTY •手書き 


キーボードの切り替えは、キーボード内の[キーボード切替] 
次の順番で、使用でさるキーボードび切り替わります。 


1〇キ- 


QWERTY 


^^9) をタップしてください。 


手書さ 


キーボードは、[アプリ]ボタン-[設定]^ [言語と入力]^ [入力方法の設定]にある 
「 FSKAREN 」 の[設定]^ [キーボード設定]^ [キーボードタイプ]か日切り替えること 
ちでさます。 

それぞれのキーボードでのキー操作については、 LU 降の説明を参照してください。 

I をキーボードに共通のキーについて 


キ- 


機能 


カーソルの]つ左の文字を削除します。 


左方向にカーソルを移動します。 

候補選択時は、現在還択している項目の]つ左の候補を遇択します。 


ち方向にカーソルを移動します。 

候補選択時は、現在選択している項目の]つちの候補を還択します。 


空白を入力します。 


mg 


使用するキーボードを切り替えます。 

タップするごとに、 ] 〇キ ー-► QWERTY 一手書き…の順に切り替えること 
がでさます。 

タップアンドホールドで、キーボードの一覧を表おします。 




改行します。 

文字入力中は入力中の文字を確定し、候補遇択中は選択中の候補を確定し 
ます。 


確定した文字列の変換をやり直します。 


記号を入力します。 


機能メニューを表示します。 

また、記号、絵文字、定型文を選択して、入力できます。 


キーボードの表示を消します。再びキーボードを表示したいとさは、入力 
エ U アをタップしてください。キーボードアイコンのち側には、選択中の 
パーソナル モー ドび表示されています。 
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本製品の準備 






































O REGZA Tablet を使おう 


I 10キーキーボード _ 

携帯電話と同様の入力方法で文字を入力でさます。 



* 入力状態によって、一部のキーに表示される内容はかわります。 


キー 

機能 

]〇キー（文字キー） 

キーをタップするごとに、キーに表示されている又字の行を順番に 
入力します。 

口 

入力中の文字を、割り当てられている]つ前の文字に戻します。 

MM 

使用する文字種を切り替えます。 


タップするごとに、ひ日びな^半角英数^数字…の順に切り替える 
ことびでさます。 

タップアンドホールドで、文字種一覧を表示します。 


直前に入力した文字の大文字/ル文字を切り替えます。 


文字種び日本語の場合、還点などを付けることちでさ、キーをタッ 


プするごとに、邏点^半還点^ル文字^大文字^還点…の順に切り 
替えることびでさます。 
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O REGZA Tablet を使おう 


I QWERTY キーボード 



* 入力状態によって、一部のキーに表示される内容は変わります。 


キー 

機能 

文字キー 

キーに表示されているアルフアベットを入力します。 

文字種びひ日びな、全角カタカナ、半角カタカナの場合は、□ーマ字かな 
入力方式でそれぞれの文字を入力します。 


Shift 

1 

Shift の状態を OFF か日 ON に切り替えます。 

Rh !!^ 

Shift の状態を ON か日 OFF に切り替えます。 

M 

使用する文字種を切り替えます。 

タップするごとに、ひらびな^半角英数^数字…の順に切り替えることび 
でさます。 

タップアンドホールドで、文字種一覧を表示します。 


Alt 

圓 


キーボードの文字種び数字のとさ、表示されます。 

タップすると、キーボードの文字種び記号になります。 
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O REGZA Tablet を使おう 


匿手書をキーボード 



キー 

機能 

認識文字候補 

黒い四角に手書さで入力した文字を認識し、候補の文字群を表示します。 
表示された文字をタップして入力でさます。 




手書き文字入力の自動確定機能を OFF か日 ON に切り替えます。 




手書き文字入力の自動確定機能を ON か日 OFF に切り替えます。 




認識モードを切り替えます。 

(選択している認識モードによって、キーに表示される内容は変わります。） 
タップアンドホールドで、認識モードー覧を表示します。 




手書さ入力中の文字を一筆戻します。 

タップアンドホールドすると、手書き入力中の文字をク U アします。 
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O REGZA Tablet を使おう 


BFSKAREN で文字を入力する 

FSKAREN で文字を入力する方法は;欠のとおりです。 

ここでは、 QWERTY キーボードを使巧する場合を例にして入力方法を説明します。 
入力する文字の種類を選択してか日入力します。 

n 文字を入力するエリアをタップする 

入力するェ U アに 「 I 」 （力ーソル）び表示されます。 


RI 



WM キーをタップアンドホールドする 

入力する文字種を指定する画面び表示されます。 


义字》(日本巧） 



^ メモ 


現在の入力する文字種はキー （10 キーおよび QWERTY キーボード）または 
■キー（手書さキーボード）で確認してください。 
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本製品の準備 










































O REGZA Tablet を使おう 


入力する文字種のボタンをタツプする 

各ボタンと入力でさる文字種の関係は次のとおりです。 


ボタン 

入力でさる文字種 

国 

ひら#な1 

ひらびなや漢字を入力でさます。 

巧 

申わ9力す 

半角のカタカナを入力でさます。 

因 

1全>»夕»す， 

全ちのカタカナを入力できます。 

の 

» 宇 

数字を入力でさます。 

回 

ザ おお K 

半角のアルフアベットを入力できます。 

回 

を宙 S 由 

全角のアルフアベットを入力できます。 

<31 

(ノーマルモード） 

パーソナルモードを指定できます。 

パーソナルモードを指定することで、モードに合った 
近似予測変換、連携予測変換の候補を表おすること 
がでさます。 

L 

(プライべートモード • 男性） 

A 

(プライべートモード • 女性） 

幽 

ビ•ジネス 

(ビジネスモード） 

閉じる 

文字種を指定する画面を閉じて、入力画面1し民ります。 


入力画面に戻ります。 



本製品の準備 
































O REGZA Tablet を使おう 


Q 文字を入力する 



まを TOSHIBA TOS H I BA 
トウシバとうしば 



1 文字入力するたびに、変換の予測候補び画面中央に表示されます。 


Q 予測候補か5目的の文字を選択ずる 

例として、「東芝」を選択します。 


I 束芝 ^TOSHIBA TOSH I BA 
トウシバとうしば 

選択した文字び入カエ U ァに表示されます。 
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O REGZA Tablet を使おう 


その他の操作 


入力時にキーボードのまわりの各表示をタップすると、次の操作びでさます。 


表示 


機能 


画面の下部に、変換文字候補を表示します。 


画面の中央に、変換文字候補を表示します。 




還択している文字列を確定します。 


入力中の文字の、文節変換候補を表示します。 


変換する文字単位（文節の位置）を、 ] 文字分拡大します。 


変換する文字単位（文節の位置）を、 ] 文字分縮ルします。 


困 


変換文字候補び多数ある場合、現在表示しているページの前のページ 
を表おします。 


面 


変換文字候補び多数ある場合、現在表示しているページの次のページ 
を表术します。 


入力中の文字の、カタカナや英数字の変換文字候補を表示します。 


入力中の画面に戻ります。 


メモ 


このほかの入力ち法の詳細を設定したい場合は、[アプリ]ボタン^ [設定] 
力ち法の設定]より、 「 FSKAREN 」 の項目で設定できます。 


[言語と乂力]^ [入 



本製品の準備 
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面面で見る 7 ニユアル 


本製品の操作説明は、『オンラインマニュアル』（電モマニュアル）にちあります。紙の冊テマ 
ニュアルをでさるだけかなくすることによって、かしでち環境保全に役立てるよラ、エコ活動 
を推進しております。 

本製品び起動しているときに、『オンラインマニュアル』を画面上で見ることびでをます。 
『オンラインマニュアル』には、本製品の使用方法についての説明びより多く記載されています。 
なの操作を行ラと、『オンラインマニュアル』び表示されます。 

I 起動方法 _ 

n [アプリ]ボタンー [Online Manual] (白）をタップする 

PI 『オンライン7こュアル』び起動します。 

封メモ 

• PDF ファイルを表おするアプ U ケーシヨンの表示モードによっては、正しく表示できない場合びあり 
まず。その場合は表示モードを変更してください。 

•『REGZA Tablet ガイド』の内容を、本製品の画面上で見ることびでをます。東芝 PC 総合情報サイト 
「dynabook.com (http://dynabook.com/pc/)J からダウン□—ドしてください。 
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本製品の準備 










■ インターネットを快迫に利用ずるために 


インターネットを使うための準備と、よりま全にインターネットを利 
用する方法について説明します。 


1 インターネットを使ラには 


已 4 


















インターネット巧ほ 3 には 


本製品では無線 LAN ルーターまたは無線 LAN アクセスポイントを経由してインターネットに 
接続します。ホームページを閲覧をするには、インターネットに接続するための設定び必要です。 


ほ用するまでの流れ 


プ□バイダーに加入する 

プ□バイダーとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料 
金やサービス内容び異なります。使用でさるまでに数日かかる場合びあります。 


インターネットに接続する 

無線 LAN ルーターまたは無線 LAN アクセスポイントに必要な設定を行います。 


ブラウザソフトを用意する 

プラットフオーム標準のブラウヴでホームページの閲覧びでさます。 


メールソフトを用意する 

メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 
プラットフオーム標準のメールソフトび使巧でさます。 
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インタ—ネットを快適に利用するために 









D インターネットを使うには 


2 


インターネットへの接続方ま 


プ□バイダーか5送5れてきた機器や説明書をそろえる 

手順 D で用意した機器を無線 LAN ルーターまたは無線 LAN アクセス 
ポイントに接続し、必要な設定を行ラ 

封メモ _ 

•接続に必要な機器や設定ち法は、ご加入のプ□バイダーによって異なりまず。プ□バイダー 
との契約時に送られてをた説明書にしたびって操作してください。 



tcl 本製品を無線 LAN ルーターまたは無線 LAN アクセスポイントに接続 
"する 

接続方法の詳細『オンラインマニュアル』 


团 


インターネツトをより安全に楽しむために 


インターネットを利用すると、本製品の画面上でいろいろな情報を見ることびでさ、大変便利 
です。しかし、インターネットは、いい情報だけを入手できるとは限りません。また、情報を 
入手するだけでなく、知らない間にこち日の情報を引き出されてしまラことちあります。 
r よくない情報」の代表的なちのは、「コンピューターウイルス」です。また、特に気をつけた 
いちのは、インターネットを通じて、こち日の情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧 
履歴など）を第=ちに流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーヴーに悪影響を与えるおそ 
れのある「有害サイト」です。 

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有喜サイト閲覧制限ソフトを上手に使って、 
快適にインターネットを楽しみましよう。 

本製品にはウイルス対策ソフトは搭載されていません。別途ご用意ください。 



インタ—ネットを快適に利用するために 
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本巧品の巧用房巧をちえよ 3 

この章では、接続できる周辺機器について説明しています。 


1周辺機器を使う前に 


已8 


















周巧煤巧をほ 3 巧に 


周辺機器とは、本製品に接続して使ラ機器のことです。周辺機器を使ラと、本製品の性能を高 
めたり、本製品び持っていない機能を追加することびでさます。 

周辺機器は、本製品の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなざます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端テ、ス□ットのあ状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 n—K ■周辺機器について」をお認してください。 


巧の周辺機器び使用でさます。 
•テレビ 
•へッドセット 

『オンラインマニュアル』 

•卓上スタンド（別売り） 

『オンラインマニュアル』 
『卓上スタンド取扱説明書』 


外部ディスプレイ 
へツ ドホン 



本製品の使用環境を整えよラ 
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■ 具つたとまのが態に戻ずには 

—初期化一 


この章では、本製品の動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解消 
方法では解ミ夫できないときに行う「初期化」について説明していまず。 
初期化を行うことでプラットフォームやアプリケーションを購入時の 
状態に復元できまず。作成したデータなどび消去されまずので、よく 
読んでか5行ってください。 


1バックアップをとる . 60 

2初期化とは . 61 

3初期化をずる . 巨已 

4初期化をしたあとは . 67 





















パックアップをとる 


保をしたファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、トラブルなどによってファイル 
び使えなくなってしまうことびあります。 

このよラな場合に備えて、あ日かじめファイルを microSD メモ U カードなど、本製品の内蔵 
フラッシュメモ U じ(がの記録メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 


データ 



大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

バックアップについての詳しい説明や操作方法については、『オンラインマニュアル』を参照し 
てください。 




バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、「付録 n. 


バックアツプについて」を参照してください。 
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買つたときの状態に戻すには—初期化— 




















2 I 初期化とは 


初期化とは、お客様び購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンや現在の設定などをすべて 
削除し、ちラー度ご購入時の状態に復元する作業です。購入後にお客様び作成したデータち削 
除されます。 


一度初期化を始めると、途中で中止したり、本製品の電源を切ることびでさません。 
時間のを裕をちって行ってください。 


なのよラな場合で、どラしてち改善する方法びないとさに初期化をしてください。 


• 本製品の動作び非常に遅<なった 
• 周辺機器び使えなくなった 

• コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 

• 本製品の調子びおかしく、いろいろ試したび解消でさない 

•東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、「初期化び必要」と診断された 

* 1ウイルスチェックソフトび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場 
合びあります。 

爲メモ 

•初期化は、誰でも実行できます。誤ってほかの人に初期化を実行されないよラ、画面□ックによるパ 
ターン/ PIN/ バスワードを設定しておくことをおすすめします。 

パターン/ PIN/ パスワードを設定した場合は、忘れてしまったとをのために必ずパターン /PIN/ バ 
スワードを控えてください。 

画面□ック『オンラインマニュアル』 

バターン/円 N / バスワードを忘れてしまった場合 

r 已章已-团 - Q 画面□ックのパターン/円 N / バスワードを忘れてしまった」 



貝 

〇 

た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


I 

初 

期 

化 

I 
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o 初期化とは 


本製品の調子びおかしいと思ったとさは、「已章 D トラブルを解消するまでの流れ」、「已章 
已 Q & A 集」を確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消できないときに、初期化をしてください。 
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初期化をする前に確認すること 


本製品の動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。孤期化をしなくても、 
状態び改善される場合びあります。巧の方法をすべて試してみてち状態び改善されない場合に、 
初期化を実行してください。 


周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する 


購入後に追加で増設した機器び障喜の原因となっている場合びあります。それらを取りはずし 
てか日、再度起動して、動作を確認してみてください。 

機器の取りはずし「3章本製品の使用環境を整えよラ」 

『オンラインマニュアル』 



ほかのトラブル解消方法を探す 


買つたときの状態に戻すには—初期化— 










o 初期化とは 


2 


初期化の流れ 


初期化をする場合は、巧のよラな流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 


r 本章 【I バックアップをとる」 
『オンラインマニュアル』 


お]期化（画面の指示に従い、本製品のセットアップまで行います） 


初期化 


「本章0初期化をする」 


本製品のセツトアップ 


區承 n 章□■の - Efl 

本製品のセツトアップ J 


お]期化したあと、必要に応じて行ってくださし、。 


周辺機器の接続 

「3章本製品の使用環境を 
整えよラ」、 

『オンラインマニュアル』、 

各機器に付属の説明書 


データの復元 

r 本章□■圧]バックアップ 
しておいたデータを復元する」 


インターネットやメールの設定 
確認する 


を 


に章0インターネットを 
使うには」 


プラツトフオームおよび 
アプ U ケーシヨンのアツプデート 


區承 n 章 D - の-〇 

「TOSHIBA Service Station 」 

について」 



買つたとさの状態に戻すには一初期化— 





































o 初期化とは 


初期化をはじめる前にしてお< こと 


初期化をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 

I 準備するをの _ 

•『REGZA Tablet ガイド』（本書） 

• 巻末の初期化チェックシートをコピーしたちの 

I バックアップをとる _ 

初期化をすると、購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどは削除されて、各種設定び 
購入時の状態に戻ります。また、購入後に作成したデータちすべて消失します。初期化を行ラ 
前に必ずノ（ックアップをとってください。 

また、初期化したあとち現在と同じ設定で本製品を使いたい場合は、現在の設定を控えておい 
てください。 

バックアップについて『オンラインマニュアル』 

I 周辺機器をすべて取りはずす _ 

購入後に追加で増設した機器をすべて取りはずしてください。このとさ、本製品の電源を切っ 
てか日行ってください。 

機器の取りはずし「3章本製品の使用環境を整えよ5」 

『オンラインマニュアル』 











巧巧化をずる 


本製品に設定されている内容や購入後に追加したアプ U ケ- 
戻す方法について説明します。 

本製品の初期化は、誰でち実行でさます。 


-シヨンを削除し、購入時の状態に 


初期化のし<み 


本製品の内蔵フラッシュメモリ内では、次のよラにデータが保をされています。 


本製品に標準搭載のプラットフォーム、アプリケーションび保をされています。 
初期化を行っても、この領域は消ま/変更されません。 

本製品購入後にユーザーがインス I ルしたアプリケーションや各種設定び 
保存されています。 



アプリケーション 

領域 


(内 S ; 湾？ジ) r トサ-び作成または〕ピ—したデ-夕机席されてし、ます。 


初期化を行ラと、じ(下のデータび消去され、購入時の状態に戻ります。 

• アプ U ケーシヨン領域び消去される。 

•データ領域（購入後にユーヴーび作成したデータやほかの機器（パソコン、デジタルカメラ、 
インターネットのサイトなど）から本製品にコピー、ダウン□ードしたデータび保存されて 
いる）び消去される。 


プフツトフ オーム 


アプリケーション 


領域 


(内 S な於) 



アプリケーション 
領域 

データ領域 
(内蔵ストレージ 



初期化を行ってち、この領域は 
消去/変更されません。 


データび消去され、購入時のが態に 
戻ります。 


ぶすメモ 


I 初期化は、内蔵フラッシュメモ1」からのみ行えます。次ページのち法で初期化び行えなかった場合は、 
内蔵フラッシュメモ I 」内の初期化ツールび壊れている可能性びあります。この場合は、ま芝 PC あんし 
んヴポートへお問い合わせください。 

まち PC あんしんサポート『サポートガイド』 
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買つたとさの状態に戻すには一初期化— 





















Q 初期化をする 


2 


[データの初期化]を実行する 


B [アプリ]ボタンー[設定]をタップする 

[設定]画面び表示されます。 

Q [バックアップと復元]^ [データの初期化]をタップする 
1^ [タブレットをリセット]をタップする 
[すべて 消去]をタップする 

初期化び実行されます。初期化実行中を示す画面び表示されますび、本製品のセット 
アップ画面び表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶巧に電源を切日ないでください。 


P 本製品のセツ 

下.1 「1章 口' 


トアップを行う 

□ ■田- n 本製品のセットアッス 


周辺機器の接続や、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールなどは、本製品のセッ 
トアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続「3章本製品の使用環境を整えよラ」、『オンラインマニュアル』 
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買つたときのが態に戻すには—初期化— 











4 I 巧 in 化巧したあとは 


初期化をしたあとは必要に応じて、バックアップしておいたデータを復元します。 
詳細について「本章已■回巧期化の流れ」 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとつておいたデータを使いたい場合は、外部記録メディアに退避しておいた、 
すべてのファイルを 「 TOSH 旧 A 円 le Mana 邑 e 「」 で的蔵ストレージ]フオルダー内にコピー 
してくださし、 

詳細について『オンラインマニュアル』 







■ 困つたとをは 


本製品の操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明して 
います。トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、 
解消方法を探してみてください。 

また、本製品を捨てるときや人に譲るときに知っておいて欲しいこと 
を説明しています。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 70 

2 Q&A 集 . 7已 

3捨てるとを/人に譲るとを . 83 

4お問い合わせ先 

—プラットフォ ー ム/アプリケ ー シヨンー . 8已 




















トラブル巧解消ずるまでの流れ 


本製品に起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよラ。 


トラブルの原因をつき止めよう 


本製品に起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。そのために、 
本製品の構造をある程度巧っておくことび必要です。 

ここでは、本製品の構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹介 
します。 

■ 本製品を構成する3つの部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です。文書作成ソフトや 
表計算ソフト、ウイルスチェックソフトちアプ U ケーションソフトウェアの代表的なちので 
す。それぞれ製造元び異なります。 

• プラットフオームとは 

本製品を動かすための基本的な環境を指します。 

•八ードウェアとは 

バッテリー、 AC アダプター、ディスプレイ、内蔵フラッシュメモ U 、 CPU など、本製品の 
本体を指します。 

本製品はこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかねから 
ない場合ち多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアープラットフォームー八ードウェア（本製品の本体）の順にチェックします。 
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困つたとさは 
















D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP ! アプリケーシヨンソフトウェアに原因びある場合 


トラブル 解消法 

例1:メールやインターネットがつなが5 A 例1:プ□バイダーへのお問い合わせにつ 
ない 胃 いて 

アクセスポイントやメールサーバー、の、 お客様ご契約のプ□バイダーの窓口へお問 

パスワードなどの設定を確認します。これ い合わせください。 

日の設定は契約プ□バイダーごとに異なり 
ます。契約プ□バイダーか日指定された設 
定データび正しく本製品の設定に反映され 
ているかを確認してください。 


例吕：アプリケーシヨンの使いかたがわか W 例吕：アプリケーシヨンの使いかたについ 
日ない > て 

さアプ U ケーシヨンのヘルプなどで使いか 各アプ U ケーシヨンのヘルプで操作方法を 

たを確認します。 確認したり、各アプ U ケーシヨンのサポー 

卜窓口へお問い合わせください。 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先 
「本章0お問い合わせ先」 
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困つたとさは 








D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 2 プラットフォームに原因びある場合 


トラブル 解消法 

例3:正常に画面が表示されない、音が出 A 例3:動作に影響を与えているアプリケー 
ない、設定が合っているのにインター * シヨンや周辺機器を調べる 

ネットにつながらない 周辺機器やソフトをインストールしたあと 

に起こることび多いちのです。その前に行っ 
た作業を一度元に戻すことでトラブルび解 
消される場合びかなくありません。 
周辺機器を取りはずしたり、電源を入れ直 
すことで調べることびできます。 

〇 

例3:巧]期化をずる 

各種設定や購入後に追加したアプ I 」ケー 
シヨンび壊れている可能性びあります。 
初期化を行ラことにより、これ日を削除す 
ることびでさます。 

〇 

それでちトラブルび解消しない場合には、 
東芝 PC あんしんサポートへお問い合わせく 
ださい。 

『サポートガイド』 
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困つたとさは 






D トラブルを解消するまでの流れ 


:ア（本製品の本な:）に原因びある場合 


トラブル 

例4:初期化しても機器が動かない 


解消法 

例4:問い合わせる 

東芝 PC あんしんヴポートへお問い合わせく 
ださい。 

『サポートガイド』 

周辺機器び動作しない場合は、各周辺機器 
のサポート窓口へお問い合わせください。 


例己：本製品がまつたく動作しない 


時 


トラブルび解消しない、あるいはまったく 
本製品び動作しない場合は、本製品の本体 
び故障している可能性びあります。 

本製品の操作について困ったとさや、修理 


のご依頼は東芝 PC あんしんサポ- 
し、合わせください。 

『サポートガイド』 


卜へお問 



困つたとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


2 


トラブル巧処ま 


トラブルび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! 本書の [ QSA 集 J か S 探す 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 
体章曰 Q & A 集」 


STEP2 『オンラインマニこ 


本製品には 『REGZA Tablet ガイド』（本書）と『オンラインマニュアル』びあ 
ります。『オンラインマニュアル』ち読んでください。 

『オンラインマニュアル』は、本製品の電源を入れた状態で、[アプリ]ボタン^ 
[Online Manual ] ( Q ) をタップすると起動できます。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


インターネットに接続している場合は、巧のヴポートサイトをご覧ください。 
http :// clynabook . com / assistpc / tab / indexJ.htm 

本製品の「サポート情報」 Web ページでは、よくある質問 ( FAQ ) や問い合わせ 
先、修理のご依頼など、本製品のご使用にあたってのサービス•サポート情報を 
ご提供しています。 

詳細について『サポートガイド』 


STEP4 それでちトラブルが囉巧しない場さは巧いさねせる 


プラットフオームや本製品の本体のトラブルの場合 

『サポートガイド』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートにご連絡 
ください。 

アプリケーシヨンのトラブルの場合 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのトラブルの場合は、各アプ U ケーシヨ 
ンのサポート窓口にお問い合わせください。 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ巧「本章0お問い合わせ先」 

周辺機器のトラブルの場合 

各周辺機器のヴポート窓口にお問い合わせください。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 



困つたとさは 











ここに掲載している Q&A 集のほかに、『オンラインマニュアル』にも Q&A 集びあります。 


電源を入れると宝/切ると宝 . 76 


Q 電源スイッチを押して指をはなしてち、画面び表示されない . 76 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまう 

電源が入5ない . 76 

Q 電源を入れたが、本製品び起動しない . 77 

Q 使用中に前触れちなく、突然電源び切れることびある . 77 

Q しば5く操作しないとさ、電源び切れる . 78 


且[画面/表示 . 78 


Q しば5く放置した5、画面が真っ暗になった . 78 

Q 画面び薄暗く、よく見えない . 78 

Q 画面び回転する/回転しない . 79 


3 


-ム/巧嵐フラッシュメモ y . 79 


Q 画面□ックのパターン/円 N / パスワードを忘れてしまった . 79 

Q 本製品び応答しな<なった . 79 

Q 電源を入れ直してち、トラブルが解消しない . 80 


1操作/取0扱し、 . 

. 80 

Q 操作してを反応びない . 

Q 本製品に飲み物をこぼしてしまった . 

. .■■….■■.80 

..■■■.. …..80 


-ジ 


Q メッセージび表示された . 81 


その他 


Q 初期化でさなくなったとさは . 81 

Q 異常なにおいや過熱に気づいた！ . 81 

Q 操作でさない原因びどラしてちわか5ない . 82 












































且 Q & A 集 


お立つ操作集-^ 

『オンラインマニュアル』の 「 Q & A 集」を見てみよう 

本書の Q & A 集を見てち巧りたいことび見つからない場合は、本製品で『オンラインマニュアル』の 
「 Q & A 集」を見てみましょう。 

インターネットに接続しなくてを閲覧でさるため、操作も簡単です。 

①[アプリ]ボタン- ► [Online Manual ] ( Q ) をタップする 

『オンラインマニュアル』び起動します。 

をくじで 「 Q & A 集」のページをお認し、移動してください。 

V _/ 


電源を入れるとを/切るとを 


電源スイッチを巧して指をはなしてち、画面び表おされない 


©► 電源スイツチを押す時間び短いと電源が入らないことびあります。 

確実に電源スイツチを巧してください。 


^電源び入るが、すぐに切れてしまう 
W 電源び入5ない 


バッテリーの充電量が少ない可能性があります。 

本製品用の AC アダプターまたは電源コードを接続して、バッテ U —を充電してくださ 
い（他製品用の AC アダプターや電源コードは使用でさません）。 

バッテ U - の巧電について『オンラインマニュアル』 


本製品内部の温度が一定 L ソ上に達すると保護機能が働き、本製品げ自動的に停 
止します。 

本製品び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、本製品の内部温度 
び下びるのを待つてください。 
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困つたとさは 














且日 St A 集 


©►本製品か！ 5、 いったん電源 コー ドと AC アダプターを すべて取りはずしてくだ 
さい。 

■電源コードと AC アダプターを接続している場合 

① 電源 コー ドと AC アダプターを 取りはずす 

本製品に接続している周辺機器ち取りはずしてください。 

② 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 

③ 電源スイッチを巧し、指をはなす 
確実に電源スイッチを巧してください。 

電源 コードと AC アダプターの 接続 

「1章 □- 已] - U - 電源 コー ドと AC アダプターを 接続する」 

■電源コードとパソコンを接続している場合 

① 電源コードを取りはずす 

本製品に接続している周辺機器ち取りはずしてください。 

② 電源コードを取り付けて、プラグをパソコン本体の USB コネクタに差し込む 

③ 電源スイッチを巧し、指をはなす 
確実に電源スイッチを巧してください。 

電源コードとバソコンの接続 

n 章□■の- ra - 電源コードとパソコンを接続ずる」 
iU 上の手順でち解決でさない場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 




電源を入れたび、本製品び起動しない 


©► 各種設定が壊れている可能性びあります。 

本製品び起動しない場合は、東芝 PC あんしんサポートへお問い合わせください。 

『ヴポートガイド』 




ほ用中に前触れちな<、巧お電源が切れることがおる 


本製品内部の温度び一定上に達すると保護機能が働き、本製品が自動のに停 
止します。 

本製品び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、本製品の内部温度 
び下びるのを待ってください。 

それでち電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 


バッテリー駆動で使用している場合、バッテリーの充電量びなくなった可能性 
びあります。 

本製品用の AC アダプターまたは電源コードを接続して、バッテ U —を充電してくださ 
い（他製品巧の AC アダプターや電源コードは使用でさません）。 

バツテ U - の巧電について『オンラインマニュアル』 
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困つたとさは 






且日 & A 集 




しば6く操作しないとを、電源が切れる 


©► 省電力機能が働いた可能性びあります。 

しば日く操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これ 
は省電力機能び動作してサスペンド状態となったためで、故障ではありません。実際 
には電源び入っています。 

電源スイツチを巧すと表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 
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画が/表术 


しば6く放置した6、画面が真つおになつた 


©► 省電力機能が働いた可能性びあります。 

しば日く操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これ 
は省電力機能び動作してサスペンド状態となったためで、故障ではありません。実際 
には電源び入っています。 

電源スイツチを巧すと表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 




画面び薄おく、よく見えない 


0^画面の明るさび自動調整された可能性があります。 

購入時は、画面の明るさ（輝度）を自動調整する機能び有効に設定されています。 
[アプリ]ボタン-[設定]^ [画面]^ [画面の明るさ]で輝度の自動調整を無効に 
すると、画面を任意の明るさに調整できます>1。 

*1 この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 

『オンラインマニュアル2章日-巧1画面の明るさを調整する』 


照度センヴーをふさいでいないかどラか確認してください。 

照度センサーを指でふさいだり、照度センサーの上にシールなどを貼り付けたりして 
いないことを確認してください。 

画面の明るさを自動調整する機能び有効に設定されている場合、照度センサーをふさ 
いでいると、画面び薄暗くなることびあります。 

照度センサー「1章0各部の名称」 

『オンラインマニュアル2章日-巧]画面の明るさを調整する』 
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画面び回面する/回面しない 


©►購入時は、手に持っているとをの角度に合わせて画面表示び回転する機能が有 
効に設定されています。 

才 U エンテーシヨン □ッ クス イッチで、画面の向さを切り替えず、固定の状態で使え 
るよラに設定することもできます。 

画面の向きを設定する『オンラインマニュアル』 



©►画面□ックのパターン / PIN / パスワードを忘れてしまって、パターン /PIN 
/パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種懼衝を確認後、 
東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 

有料にてノ（ターン/円 N/ ノ（スワードを解除いたします。 

その際、本製品を購入後にインストールしたアプリケーシヨンや各種設定と、[内蔵ス 
トレージ]フォルダー(データ領域）に作成したデータはすべて消失します。 

ご依頼にあたって、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要となります。 



本製品び応答しな<なった 


いったん電源を切り、本製品を起動しなおしてください。 

©►本製品の起動時に問題び起きた場合は、 L ソ下の手順を実行し、強制終了してく 
ださい。 

本製品び操作できなくなったとき!;!外は行わないでください。強制終了を行ラと、サ 
スペンドは無効になります。また、保をされていないデータは消失します。強制終了 
したあと、電源を入れ直して<ださい。 

①電源ボタンを己秒じ(上巧す 
本製品び強制終了されます。 


ソ上の手順でち解まできない場合は、 r 本項 - Q 電源を入れ直しても、トラブ 
ルび解消しない」を確認してください。 
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電源を入れ直しても、トラブルび解消しない 


©►プラットフォームのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合は、 
巧]期化を実行し、いったん購入時のげ態に戻してください。その後アップデー 
卜を実行してください。 

アプリケーシヨンをインス!ルしてか！5、この問題び発生するようになった 
場合は、インス!ルしたアプリケーシヨンがプラットフォームに影響してい 
る可能性があります。 

アプ U ケーシヨンをアンインス!ールしてください。 

アンインストール『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』 


©►周辺機器を接続してか!5、この問題び発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器がプラットフォームに影響している可能性があります。 

周辺機器を取りはずしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 
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操作/取り扱い 


操作してち反応がない 


プラットフオームが処理中の可能性があります。 

プラットフオームび処理をしている状態のため、操作を受け付けないとさびあります。 
プラットフオームの処理び終わるまで待ってから操作してください。 




本製品に巧み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

もし、液体び本製品内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプターや電源 
コードを取りはずして、東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 



困つたとさは 
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5 



—ジ 




メッセージが表示された 


使用しているプラットフオームやアプリケーシヨンの説明書を確認してくださ 
し、。 
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その他 


初期 <ヒでをな < なつたとまは 


©►内蔵フラッシュメモリに搭載されている初期化ツールのデータび破損している 
可能性びあります。 

東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『サポートガイド』 




異常なにおいや過熱に気ヴいた 


©►本製品、周辺機器の電源を切り、 AC アダプターの電源プラグをコンセントか 
5抜いて、本製品か！5電源コードを取りはずしてください。また、東芝 PC あ 
んしんサボートに相談してください。 

なお、連絡の際には;欠のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『サポートガイド』 
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且日 & A 集 


©►周辺機器のトラブルの場合は、さ周辺機器のサポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 


操作でをない原因びどラしてちわか6ない 


「トラブル対処法」を確認してください。 

本書の「トラブル対処法」では、トラブルを解みするための対処手順を説明しています。 
ご確認ください。 

「本章 Q - 回トラプル対処法」 


©►プラットフォームや本製品の本体のトラブルの場合は、『サポートガイド』で 
必要事項を確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 


©►アプリケーシヨンのトラブルの場合は、さアプリケーシヨンのサポート窓□に 
お問い合わせください。 

アプ1」ケーシヨンのお問い合わせ先「本章0お問い合わせ巧」 
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括てるとを/人に譲るとを 


n お客様登録の削除について 

• ホームぺージか5削除ずる 

東芝の ( TID) をお持ちの場合はこち日か日お願いします。 

① インターネットで 「http://room1048.jp」 へ接続する 

② [□グイン]ボタンをタップする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 のボタンをタップ 
してくださし、。 

③ [東芝の （TID)] と[パスワー円に入力し、[□グイン]ボタンをタップする 
お客様専用 ページに □グインします。 

④ ページち上の[登録情報変更]をタップする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をタップし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、「登録情報変更メニュー」で商品削除を行っ 
てください。 

※下のを退会されますと、 「Shop 1048」での TID 会員メニュー、およびポイントサービス 
などちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除する 

r 東芝I□事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

• 東芝I□事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0已 70-09-1 048 ( ナビタ'イヤ J レ） 

受付時間： ] ひ00〜] 7:00吐•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内容変更や削除に関するお問い合わせ 
窓□です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『サポートガイド』を確認してください。 

また U サイクルに関しては、『サポートガイド』を参照してください。 

ぶすメモ法人のお客様の場合 

• 法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なります。 

登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことびできます 
び、商品の削除びでさませんので、その場合はま芝 I □事務局までお電話でご連絡<ださいまずよラお 
願いいたします。 

詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 O 48. ip / onetoone / info / business.htm 
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Q 捨てるとき/人に譲るとき 


B 本製品を購入時のが態に戻ず 

廃棄/譲渡する前に、本製品を購入時の状態に戻したい場合は、[アプリ]ボタンー[設定] 
-[バックアップと復元]^ [データのネ刃期化]^ [タブレットをリセット]^ [すべて消去] 
をタップして、初期化を実行してください。 

詳細について「4章日-巧][データのネリ期化]を実行する」 





A I お巧い合わせ巧 

I —プラットフォーム/アプリケーシヨンー 


本製品に用意されているプラットフォーム、アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先を紹介してい 
よ 〇 

各アプ U ケーシヨンを使っていて困ったときは、こち日に連絡してください。 

*201 1年8月現在の内容でず。 

各社の事情で、受付時間などび変更になる場合びあります。 


プラットフオームのお問い合わせ巧 


プラットフォームについてのサポート情報は、下記のホームページをご覧ください。 

http :// dynabook . com / assistpc / tab / index _ j.htm 

プラットフォームに関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんサポートになります。 


Q [アプリケーションの お巧い合わせ巧 


各アプ U ケーシヨンのユーヴー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ 
ください。 

インストールされているアプリケーションはご購入のモデルにより異なります。 


McAfee WaveSecure for Android Tablet (30 日期間限定版） 

McAfee WaveSecure の Q & A と Web フォームによるメールお問い合わせ先 

ホー ムぺ ージ ： http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/wavesecure. 
faq.asp 


Evernote 

Evernote ヴポートページ 

ホー ムぺ ージ ： http://www.evernote.cofn/about/intl/jp/contact/support/ 









お問い合わせ先 ープラットフォーム/アプ U ケーションー 


FSKAREN 

實±ソフト株式会社 FSKAREN 問合せ窓 □ 

ホームぺージ ： http://www.fsi.co.jp/karen 

上記ホームページ上にある、資料請巧-お問合せフォームに必要事項、 
ご使用されている機器を明記の上、お問い合わせ下さい。 


RZ タグ ラー 

RD シリーズヴポートダイヤル 

受付時間 ： 36已曰目:00〜] 8:00 (12:30 〜] 3:30は休止） 

ナビダイヤル： 〇已 70-00-0233 (通話料有料） 

(PHS • —部の IP 電話などでは、ご利用になれない場合びあります。) 
ホームぺージ : http://www3.toshiba.co.jp/hdd-dvcl/contact/ 


シンクフリーモパイルオフイス 
メールヴポート 

E-mail : toshiba.jp@thinkfree.conn 


ブックプレイス U —ダー 
株式会社 Book Live 

ブックプレイスのストアサイトをご確認ください。 

ホームぺージ : https://toshibabookplace.booklive.jp/ 

メールによるお問い合わせ 

: https://toshibabookplace.booklive.jp/inclex/contact/ 
FAQ : http://toshibabookplace.booklive.jp/inclex/faq/ 
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□ おを 3 し、合ねせ先 ープラットフオーム/アプリケーションー 


その他のアプリケーシヨン 
東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 0120-97-1 048 (通話料.電話サポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスび流れます。ガイダンスに従って操 
作してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、ガイダンスの後でのをプッシュし 
てください。 

技術相談窓口受付時間： 9:00-19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外か日の電話、携帯電話、 PHS、 または直収回線など回線契約によってはつなび日ない場 
合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わせ 
ください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook.com 「サポート1胃幸民」 (http://clynabook.conn/assistpc/inclex_j.htnn) Iこて 
お知 b せいたします。 

お客様の個人情報の取り扱い全般に関する当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株）東 
芝の個人情報保護方針のぺージ （http://www.toshiba.co.jp/privacy/inclex_j.htm) をご 
覧< ださい。 
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■付窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 90 

2技術基準適合について . 92 

3無線 LAN について . 94 

4 Bluetooth について . 103 

已がお寸法図 . 110 





















1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■ 本製品の本化について 


I 画面の操作にあたって _ 

• 画面を強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでください。 
• 画面上に物を置くなど、同じ位置に外圧を与え続けないでください。 

• 画面び割れた場合は、画面を指で触れないでください。 

• 画面び巧れた場合は、柔日かくきれいな乾いた巧で軽くふきとってください。 

• 画面にフィルムなどを貼日ないでください。 

正し < 操作でさないおそれびあります。 



I スイッチ/ボタンの操作にあたつて _ 

• スイッチ/ボタンを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでく 
ださい。スイッチ/ボタンび故障するおそれびあります。 


I 機器への巧い衝撃や外旺について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにを意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•本製品の表面を硬いちのでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごミ主意ください。 


電源コードの取り巧いについて 

•電源コードは束ねずに、ほどいた状態で使用してください。ご使用時は、あ日かじめ『安む 
してお使いいただくために』に記載されている記述をよく読み、必ず指示を守ってください。 
• 電源コードを持ち運ぶときには、巧の図のように正しくケーブルを束ねてください。 



電源コードは、購入されたモデルにより異なります。 


90 













D ご使用にあたってのお願い 


mm 周巧機器について 

I 本製品への機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は機器によって違います。3章および『オンラインマニュアル』 
を読んでか日作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守日なかっ 
た場合、故障するおそれびあります。 

. ホット イン サーシ ヨンに対応して いない 機器を接続する場合は、必ず本製品の電源を切っ 
てか日作業を行ってください。 ホット イン サーシ ヨンとは、電源を入れた状態で機器の取 
り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にを意してください。 

-ほこりびかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低し觸所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本製品に取り付け日れているネジは、取りはずさないでください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-本製品のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせてください。 

-本製品のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないでください。 


MM 画面について 


• アプ U ケーシヨンや各種設定の画面では、画面ち隅にスク□ールバーび表示されることびあ 
りますび、このバーをドラッグして画面を縦方向にスク□ールすることはでさません。 


バックアツプについて 


I バックアップをとるにあたつて _ 

• 内蔵フラッシュメモ U や記録メディアに保をしているデータは、万び一故障び起きた場合や、 
変化/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保をしてください。 

内蔵フラッシュメモ U や記録メディアに保存した内容の損書については、当社はいっさいそ 
の責任を負し''ません。 













2 I 巧術甚準適をについて 


『オンラインマニュアル』にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけでなく、 
『オンラインマニュアル』の記載ちあわせてご確認ください。 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

『オンラインマニュアル』 


■電波障害自主規制について 


『オンラインマニュアル』 

■EU Declaration of Conformity 

C€ 

This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
uermany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA’S 
web site 


http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 
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o 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the 〔じ Mark in accordance with the related じ uropean Directives, 
notably Electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter, the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case of implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006/95/EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009/125/EC 
(ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments". TOSHIBA 
do not approve the use of this product i 打 working environments other than the above mentioned 
"Residential, commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in 打 o 打 - approved working environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all 打 on-approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 



3 I 巧お LAN について 


■■無線 LAN の概要 


本製品には、 IEEE 802.11 b. IEEE 802 .1] 呂、 IEEE802. 1 ]n のすベて、ちし<はその一部 
に準拠した無線 LAN モジュールび搭載されています。巧の機能をサポートしています。 


• 周波数チャネル遇択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 


H お線特性 


無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 


ります。 


多くの場合、無線通信は使巧する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない 2.4GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線 
規制により無線ネットワーク機器の使用にをくの制限び課される場合びあります。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 lb, 
IEEE 802.1 Ig, 
IEEE 802.1 In 

2.4GHz (2400-2483MHZ) 

変調方式 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

□FDM-BPSK, OFDM-QPSK, OFDM-1 目 QAM, 

□FDM-64QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS-CCK, DSSS-DQPSK, DSSS-D 巨 PSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割を重方式 （OFDM 方式） 



無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線機器の通信範囲に影響を及ぼすことびあります。 
• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場合ち、通信範囲に霞響をち 
えます。 
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Q 無線 LAN について 


mm ヴポートずる周波数ち域 

無線 LAN びサポートする 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適巧される無線規制によって 
異なる場合びあります（表 r 無線 IEEE802.1 1チャネルセット」参照)。 

■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 

• 吕 .4 GHz 帯： 吕 400 -吕 483 MHz ( IEEE 802.1 Ib / g 、 IEEE 802.1 In の 場合） 


チャネルの 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24已7り 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 



*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用ずるチヤネルとして設定されているチヤネルです。 
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O 無線 LAN について 


E ■本製品を曰本でお使いの場合のごを意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーを本製品の本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等少ソ下 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
しげよいことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■ 現品表 / J 、 

本製品には、次に示す現品表示び記載されています。 

①②③④ 

2! 而 Is/d 材 

⑥ 

① 2.4 : 2, 400MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

② DS :変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

③ OF :変調ち式び OFDM 方式であることを示す。 

④ 4 :想定される与干渉距離び 40mLU 下であることを示す。 

⑥ ■ 2, 400MHz 〜 2,483 .已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

回避可能であることを意味する。 

■東ち PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『サポートガイド』を参照してください。 














Q 無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を搭載しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 


無線設備名： AW-NH931 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言忍言正番号 : D]] 04巨已003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、ル電カデータ通 
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したびって、組み込まれた無線 
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定にお触するおそれびありますので、十分にご 
ミ主意 < ださい。 





O 無線 LAN について 


ra お知らせ 

I 無線製品の巧ち運用性 _ 

本製品に搭載されている無線!- AN モジュールは、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS ) /Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使巧する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用できるように設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術者協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision b / g / n ) (無線 LAN 標準規格（版 
数 b / g / n )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi - 円 Alliance の認定マークです。 

I 健康への影響 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルにおさえ日れています。 

本製品に搭載されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。なにその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有書であると判断される場合 


個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 
本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情報 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN モジュールのインストールと使用に際しては、必ず製品付属 
の説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。 

本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠しています。 










Q 無線 LAN について 


• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference ， and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The term "IC" before the equipment certincation number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 

• USA - Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized mo 过 incation 
of the devices included with this the Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting caoles 
and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc .gc .ca/ 








O 無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 

Belgique: 

registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT\ 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over pubiieKe groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Bande de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia; 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione mmisteriale anche per I'uso intemo. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the Wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















Q 無線 LAN について 


参 Taiwan 

Article 12 

"Without permission granted by tne NCC, anv company, enterprise, or user is not allowed to change 
frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance to an 
approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communications; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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O 無線 LAN について 


MM 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U がでは使用 
でさません。 


アイスランド 

オランダ 

ス1」ランカ 

J けマ 

香港 

アイルランド 

カヴフスタン 

ス□バキア 

八ンガ1」 一 

7ルタ 

アメリカ合衆国 

カナダ 

ス□ベニア 

バングラデシュ 
人民共和国 

7レーシア 

アラブ首長国連邦 

韓国 

スワジランド 

南アフリカ 

アルゼンチン 

カンボジア 

セルビア 

フィ1」ピン 

モナつ 

イギリス 

キプ□ス 

タイ 

フィンランド 

モ□ッコ 

イタ1」ア 

ギリシャ 

台湾 

フランス 

ヨルダン 

ィンド 

ク□アチア 

チェコ 

ブルガリア 

ラトビア 

インドネシア 

ケニア 

チ1」 

ブルネイ 

1」トアニア 

ウルグアイ 

コスタ1」力 

デンマーク 

ベトナム 

IJ ヒテンシュタイン 

エクアドル 

つ□ンビア 

ドイツ 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エジプト 

サウジアラビア 

トルコ 

ペルー 

ルクセンブルク 

エストニア 

シンガポール 

曰本 

ベルギー 

レバノン 

オーストラリア 

スイス 

ニュ ージー ランド 

ポーランド 

□シア 

オーストリア 

スウェーデン 

ノルウェー 

ボ1」ビア 


オマーン 

スペイン 

バーレーン 

ポルトガル 


に011年8月現在) 



• 802.11 n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi - Chi 1で使用できます。 
• インフラストラクチャ通信は、 Chi 〜 Chi 3で使用できます。 
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4 I Bluetooth について 


n 巧埋仕様 


ワイヤレス通信 

通信方式 

Bluetooth Specification Ver.2.1 +EDR 

無線周波数帯 

2.4GHz に 402 〜 2480MHz) 

変調方式 

周波数ホッピング方式2値 FSK 

出力 

最大+4服の (Power Class2) 

受信感度 

-7 日 dBm 

通信距離 

見通し] 

電源電圧 

3.3V 

消費電力 

最大200 mA 


* ] アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。 


B お線特性 

日 luetooth モジュ ーJ 


ルの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 


合びあります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使巧び規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

本製品の日 luetooth 通信機能び使用できる国/地域については、「本節 B 使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートび低いほど、 
通信範囲は広くなります。 


メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線機器の通信範囲に影響を及ぼすことびあります。 
• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場合も、通信範囲に影響をち 
えます。 


















Q Bluet 00 th について 


E ■本製品を曰本でお使いの場合のごを意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーを本製品の本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等少ソ下 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
しげよいことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■ 現品表 /J 、 

本製品には、次に示す現品表示び記載されています。 


①⑤③ 



④ 


① 2.4 

② FH 

③ ] 

④ 


2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び FH - SS 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び] Om じ(下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■東ち PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『サポートガイド』を参照してください。 




















D Bluetooth について 


mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

無線設備名： AW - NH 931 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言を言正番号 : D ]] 04己已003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、ル電カデータ通 
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したびって、組み込まれた無線 
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するおそれびありますので、十分にご 
を意 < ださい。 


D お知6せ 


■無線製品の相互運用性 

Bluetooth 東芝製モジュールは 、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 無線 
技術を使用するあ日ゆる日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた製品と相互運巧できるよ 
ラに設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策定の日 luetooth Specification 
Ver '2' l+EDR 

• Bluetooth Special Interest Group の定義する Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの 
Logo 認証 


封メモ _ 

• 本製品はすべての目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器との接続動作を確認したものでは 
ありません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器対応の動作条件 
と接続の可否情報を取扱元にご確認<ださい。 


また下記の取り扱い上のま意点びあります。 

( 1 ) 本製品は Bluetooth Versions . 1 + EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth Version 1. OB 仕様の日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器とは 
互換性びありません。 

に） 2.4 GHz 帯の Wireless - LAN び近距離で使巧されていると通信速度のほ下または通信エ 
ラーび発生する可能性びあります。 

(3) 日 luetooth と Wireless - LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障 
びある場合は、今お使いの Bluetooth 、 Wireless - LAN のいずれかの使巧を中止してくだ 
さい。 









Q Bluet 00 th について 


■健康への影響 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを巧いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ 
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは 
るかに低いレベルにおさえ日れています。 

Bluetooth 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライン 
にそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。この安全基準およ 
び勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門 
家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Bluetooth ワイヤレ 
ステクノ□ジーの使用を制限する場合びあります。巧にその例を示します。 

•飛行機の中で团 uetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有書であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた装置の電源を入れる前に、管理者に使用の 
可否について確認してください。 




D Bluetooth について 


Regulatory statements 

参 General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where the 
product is sold. In addition, the product complies with the following. 

• European Union (EU) and EFTA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the CE mark 


accordingly. 


• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 


device." 


L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas produire 
de brouillage et (2)1'utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage radioelectrique recu, 
meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement du dispositif. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 



• USA - Federal Communications Commission (FCC 主 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a articular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized mo 过 incation 
of the devices included with this Bluetooth Card from TOSHIBA, or the substitution or attachment of 
connecting cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 
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El 目 luetooth について 


Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation, 

The radiated output power of the Bluetooth Card from TOSHIBA is far below the FCC radio frequency 
exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth Card from TOSHIBA shall be usea in such a manner that 
the potential for human contact during normal operation is minimized. The antenna(s) used in this device 
are located at the upper/lower edge of the LCD screen, and this device has been tested as portable device 
as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD screen is rotated 180 degree and covered the 
keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested with Wireless LAN transceiver for co-location 
requirements. This device and its antenna(s) must not be co-located or operating in conjunction with any 
other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc .gc .ca/ 

参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed 
to change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to a approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere 
legal communications; If found, the user shall cease operating immediately until no 
interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance 
with the Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 





D Bluetooth について 


■ a 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U がでは使用 
でさません。 


アイスランド 

オランダ 

ス1」ランカ 

J けマ 

香港 

アイルランド 

カヴフスタン 

ス□バキア 

八ンガ1」 一 

7ルタ 

アメリカ合衆国 

カナダ 

ス□ベニア 

バングラデシュ 
人民共和国 

7レーシア 

アラブ首長国連邦 

韓国 

スワジランド 

南アフリカ 

アルゼンチン 

カンボジア 

セルビア 

フィ1」ピン 

モナつ 

イギリス 

キプ□ス 

タイ 

フィンランド 

モ□ッコ 

イタ1」ア 

ギリシャ 

台湾 

フランス 

ヨルダン 

ィンド 

ク□アチア 

チェコ 

ブルガリア 

ラトビア 

インドネシア 

ケニア 

チ1」 

ブルネイ 

1」トアニア 

ウルグアイ 

コスタ1」力 

デンマーク 

ベトナム 

IJ ヒテンシュタイン 

エクアドル 

つ□ンビア 

ドイツ 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エジプト 

サウジアラビア 

トルコ 

ペルー 

ルクセンブルク 

エストニア 

シンガポール 

曰本 

ベルギー 

レバノン 

オーストラリア 

スイス 

ニュ ージー ランド 

ポーランド 

□シア 

オーストリア 

スウェーデン 

ノルウェー 

ボ1」ビア 


オマーン 

スペイン 

バーレーン 

ポルトガル 
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をぐいん 


サスペンド . 

照度センサー . 

初期化 . 

ステータス バー エ リア 

スピーカー . 

製造番号 . 


TOSHIBA Service Station . 2已 

Web カメラ . 13,14 

Web カメラインジケーター . 13 

Web カメラフラッシュライト . 14 

インジケーター . 13 

才 I 」エン テーシヨ ン□ックスイッチ .... 13 

オンラインマニュアル . 已2 

音量ルボタン/音量大ボタン . 13 

型番 . 13 


へッドセット/へッドホン端テ 

Ttv—/ aH ®. 

ボタンエ I 」ア . 

本製品のセットアップ . 


た巧 


ディスプレイ . 13 

デスクトップエリア . 33 

電源スイッチ . 13 

ドッキングポート . 13 


英数き 


microH 日 Ml 出力端モ . 13 

microSD 力ードス□ット .] 3 

mini US 日コネクタ . 13 


な巧 


内蔵マイク . 13 


は巧 


9 3 1 3 3 3 
2 16 3 11 


3 3 3 3 
13 3 2 
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巧 w 化チェ ックシー 


初期化は、本ページをコピーするなどして、なの項目を順番にチェックしなび日実行してくだ 
さい。本ぺージに記載されている各チェック項目の詳細は、「4章買ったときの状態に戻すには」 
で説明しています。 


n [初期化をする前に巧認すること 


□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□ r 已章困ったときは」をご覧になり、ほかのトラブル解消方法を探してみる 


Q [初期化をはじめる前にしておくこと 


□ ① 準備するちの 

□『REGZA Tablet ガイド』（本書） 

□ この初期化チェックシートをコピーしたちの 

□ ② 必要なデータの/ K ックアップをとる 

バックアップをとることびでさる場合は、とっておいてください。初期化をすると、購入後 
にインス!-ールしたアプ U ケーシヨンや各種設定はすべて消失します。また、購入後に作成 
したデータちすべて消失します。 

バックアップについて『オンラインマニュアル』 

□ ③ 各種設定を確認ずる 
□ ④ 周辺機器をずベて取りはずず 


ED 初期化の流れ 


初期化をする場合は、巧のよラな流れで作業を行ってください。 


□ ①初期化 

□②本製品のセットアップ 
□③周辺機器を取り付けて、設定する 


□④データの復元 

□⑥インターネットやメールの設定 

□⑥プラットフオームおよび 

アプ U ケーシヨンのアツプデート 
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東芝 PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


ま忌 PC あんしんヴポート 

技術的なご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

本製品に用意されているプラットフオーム、アプリケーションの 
お問い合わせ先は、本書「己章0お問いをわせ先」でご案内しておりまず。 

全国共通電話番号 0120 - 97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスが流れます。 

ガイダンスに従ってご希望の窓口に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場をびございます。その場合は TEL 043-吕日 8-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

ご相談の内容により、別のサポート窓□をご案内する場合びございます。 

技術相談窓□受付時間：日：□日〜1日： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 0日〜22 : 00 (年末年始]2/31〜1/3を除く） 

インターネットもご利用ください。 

http://dynabook.com/assistpc/tab/index_j.htm 

インターネットで修理のお申し込み 

http://dynabook.com/assistpc/repaircenter/i_repair.htm 

V_ ) 


お問い合わせの詳細は、『東芝 PC ヴポートのご案内』をご参照ください。 

お客様からいただく個人情報（お名前や連絡先など）は、ご相談の対応、修理対応、サービ 
ス向上施策のために使巧させていたださます。利用目的の範囲内で、お客様の個人情報を当 
社グループ含社や委託業者び使巧することびございます。お客様は、お客様ご本人の個人情 
報について、開示、訂正、削除をご請ホいただけまず。その際は、東芝 PC あんしんサポート 
までご連絡ください。 

お客様の個人情報の取り扳い全般に関ずる当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株)東芝 
の個人情報保護方針のぺージ （ http :// www . toshiba . cci . jp / privacy / index _ j . htnn ) をご覧 
<ださい。 

1已歳未満のお客様は、保護者のかたの同意を得た上でお問い合わせください。 

- 本書の内容は、改善のため予告なしに変更することがあります。 

. 本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 
•落了、乱 T 本は、お取り換えいたします。 

東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 
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ーマ字/記号入力一覧表 


杰 

い 

ク 

元 

お 

A 


U 

E 

0 

か 

き 

< 

け 

し 

KA 

KI 

KU 

KE 

K0 

さ 

し 

ず 

せ 

そ 

SA 

SI 

SU 

SE 

SO 

SHI 

た 

ち 

〇 

て 

と 

TA 

TI 

TU 

TE 

TO 

CHI 

TSU 

な 

に 

め 

ね 

の 

NA 

N1 

NU 

NE 

N0 

は 

ひ 

ふ 

へ 

ほ 

HA 

HI 

HU 

HE 

H0 

FU 

ま 

み 

む 

め 

ち 

MA 

Ml 

MU 

ME 

M0 

や 


ゆ 


ck 

YA 


YU 


Y0 

6 

し J 

る 

れ 

ろ 

RA 

RI 

RU 

RE 

R0 

わ 

ゐ 


是 

を 

WA 

1* 


E* 

W0 

ん 





NN 





が 

ぎ 

ぐ 

げ 

ご 

GA 

GI 

GU 

GE 

GO 

ざ 

じ 

ず 

ぜ 

ぞ 

Z 八 

ZI 

ZU 

ZE 

Z0 

J 

だ 

ぢ 

づ 

で 

ど 

DA 

DI 

DU 

DE 

DO 

ば 

び 

ぶ 

ベ 

ぼ 

BA 

BI 

臣 U 

BE 

巨 0 

ぱ 

ぴ 

ぷ 

パ 

ぽ 

PA 

PI 

PU 

PE 

P0 

ヴァ 

ヴィ 

ヴ 

ヴ X 

ヴォ 

VA* 

VI* 

VU 

VE* 

V0* 


* :英字を入力し、 【义節を觀 キーをタップしてください。 

>小さい文字 


を 

い 

う 

无 

お 

LA 

LI 

LU 

LE 

L0 

XA 

XI 

XU 

XE 

X0 

つ 

や 

ゆ 



LTU 

LYA 

LYU 

し Y0 


XTU 

XYA 

XYU 

XY0 



令あ 

うい 


うえ 

うお 

WHA 

WHI 


WHE 

WHO 

ぎゃ 

含い 

きゅ 

苦え 

含ょ 

KYA 

KY1 

KYU 

KYE 

KY0 

ぎゃ 

ぎぃ 

ぎゅ 

ぎえ 

ぎょ 

GYA 

GYI 

GYU 

GYE 

GY0 

くあ 

くい 


く又 

くお 

QA 

QI 


QE 

Q0 

しや 

しい 

しゅ 

しえ 

しょ 

SYA 

SYI 

SYU 

SYE 

SY0 

SHA 

SHU 

SHE 

SH0 

じゃ 

じぃ 

じゅ 

じえ 

じょ 

」YA 

」YI 

」YU 

JYE 

」 Y0 

」A 

」U 

」E 

」0 

すあ 

ずぃ 

すう 

すえ 

すお 

SWA 

SWI 

SWU 

SWE 

SW0 

ちゃ 

ちぃ 

ちゅ 

ちえ 

ちょ 

TYA 

TYI 

TYU 

TYE 

TY0 

CHA 

CHU 

CHE 

CH0 

ぢゃ 

ぢぃ 

ぢゅ 

ぢえ 

ぢょ 

DYA 

DYI 

DYU 

DYE 

DY0 

3 あ 

如 


え 

〇お 

TSA 

TSI 


TSE 

TS0 

とぁ 

とぃ 

とう 

とえ 

とお 

TWA 

TWI 

TWU 

TWE 

TWO 

(こゃ 

じぃ 

にゅ 

じえ 

にょ 

NYA 

NYI 

NYU 

NYE 

NY0 

ひゃ 

ひい 

ひゅ 

ひえ 

ひょ 

HYA 

HYI 

HYU 

HYE 

HY0 

びサ 

びぃ 

びゅ 

びえ 

びょ 

臣 YA 

BYI 

BYU 

BYE 

BY0 

ぴサ 

ぴぃ 

ぴゅ 

ぴえ 

ぴょ 

PYA 

PY1 

PYU 

PYE 

PY0 

ノ i 、 あ 

ふい 

ノ ;1 、う 

/^、え 

ふお 

FWA 

FWI 

FWU 

FWE 

FW0 

FA 

円 

FE 

F0 

みや 

みい 

み呼 

みえ 

みょ 

MYA 

MYI 

MYU 

MYE 

MY0 


■記号の入力 


記号の中には読みを入力して ぶ節変換] キー 
をタップすると変換でさるものもあります。 


〜 


①② I 且 


oom 

から 

こめじるし 

いち、に… 

おんぷ 

まる 

t ^ 一 

ヶ 

ホ 


[I <) rj 

やじるし 

け 

ふあい 

しかく 

かっこ 

X 

☆女 

( A A ) などみ種顔文字 

かける 

ほし 

かお 

干 



ゆうびん 

ねる 



※一覧表は、本製品に搭載の 「 FSKAREN 」 を使用した場合のわのです。 
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to 〜謎離 m 鶴!!窺辭謹譜斬ております。 
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